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秋田新書事術開発銀側事責終に係る御所野丘陵部内想議

文化財につきましては昭和57年度から対処し、すでに

凶ヶ所の遺跡の調査を終了し、 本年度は$ヶ所の遺跡

発掘調査を実籍、。たしました。

今幽の調査におきましては1日;石鷲時代、 縄文時代、

弥生時代、平安時代の告冶附、漬物が多量民倹出され

ております.特区 r地裁田B遺跡J では!日;石総時代の

磨製石斧帯の出土や、弥生時代の無稽を柵木が餌むと

いう全国で也初めての遺婦が確認され、弥生時代の社

会を知る上で重要な遺紳である ζ とが判明し、 報道さ

れたとこゐであり ます。

関重量の実織にあた勺ては、県、関係機関の指導をは

じめ、 地元関係者帯多〈 の方々の積極的なご協力をわ

ただき源〈感謝申し上げる肱第です.

志報告1Ilが文化財蝉車曜のため、さらには研究資料 と

して広〈活用されれば申践に存じます.

昭和日午3月

秋田市教育費員会

教育長高泉宏 作



例 言

l 本報告窃は供田市閉γ小段来戸怯本 〈地量産自B消防:・湯ノ沢 1遺跡・織ノ沢F)車跡〉、 上北半

古野 {台A;J!跡}に所複する事}章跡の発雌拘査報告密である。

2.本報告轡は調fi員及び拘置t補佐民の協力を待て官僚俊行が編集したものである。

3 本報告晶の執紙は、地説出 13)竃跡一昔i京俊行、官官flB也市、台A遺跡、iIlノ 沢 I ~跡、渇 ノ 沢 F

;ft跡一石郷岡蹴一、岡谷 騒が担当し、菅原が補筆した.前紀以外は皆販が担当 した。

ι 調路ノ沢F遺跡出土人骨の鑑定は岩手医科大学、 'f甑梓ー郎重量捜、伊厳一三助教授に依願し、そ

の鑑定容を帰較 したものである.

5.発鍬絢管、盤湾作業の過慢で下記の谷氏.lり指導、帥宮を賜わった。

k~雇初1(((明治k苧}、河原純之(文化庁}、工楽普通{奈良国立文化財研究所}、小跡i車線 {国学

院大字}、佐駅 員(祭員同立文化財研究所)、官側lI!'時{執岡県文化諌}、中村五郎 {鋪晶県文化財

保務審議企望書負}

6. .，質的鰭定は、駄聞，県立博物館の渡辺農民、佐々木庫民民よるものである.

7. &;ft跡的平I困問、士刷断簡閲中の Pは士宮島{片) 、 S は5(蝶} 橋口正し、石t，f~尖i111隠の石獄、お匙、

鋸曲線石総専の舛府側ιはアメ フアル ト付議駒の錨所セ示した。

8 発槻調査による出土遺物、実測肉、 写底、その他の記録は融問市教育委員会が保管する。
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調査の概要
鯛査に至るまでの経過

駄旧市南東館地舗は、附和56年6月円融聞き担港町側港、東北償断自動府道験回線牧町イ νタm チ

ニP'ジ関投予瓦帯、 寝間両f耐の交通円強曲iに位置する所で晶る.ニのような状況の中で南東部地岐

における御所野地区については特に広大な台地であることから、いちi車〈開発"1能性等についての

品調査が実脱され、県市総合計画においても単調書、帆吃i問3亀がー体とな今た総合的ι.ータ ゆン=

飽き担港新格市としてJ¥体的院院政づけられた.

昭和55年に御所野台地全体の分布調査を実施し、 k!~:開力耐の溜拘散<\1地を穫認した. I昭和56年度

は側発計画地織内の西部工高岡地造成民先だち、 下堤D潰跡 {秋聞flirF.!lalD)1!跡発ut!J!測班報告拘J

19明年3刈秋間市教育委員企}円発郷軍司.I'i.定行な今た.嗣卯57年度は今後の開発計画民対処するた

め5S~.の分布II~査に越づき、 3 ヵf!仰で湾跡円筒幽暗総調査を寝施し、その紡娘、台地上に24'修所

内i盟跡を雌認したのである.開発計両地内的31>所の正範悶確辺地伝を加えると?:l力所内遺跡 (f

淀A、日、 C、D遭跡、雌ノ上A、B遺跡な脈く}が1(，高 {綿 l閃 御所野丘陵部比柑ける遺跡及

び湖辺遺跡} しても・る。範制高ttB喝4援の結集に基づき関係機関と協“直宏撞ね、づI~続きをNtSl1巳針

副的な発機lIIll霊会実施する ζととし、制和57年度は下堤G遺跡、野姻遺跡、渇ノ沢8遺跡、liノ土

c、D遭綜 {秩削市r紙同臨空港新書富市開発l瑚係瑚磁文化財発事匝純正鍛告占J1983年 3月、秋剛市教

育望書員会J)、11s，"'SS平度は坂ノ土E遺跡、渇ノ沢A遺跡、渇ノ沢C温替、場ノ沢E遺跡、渇ノ沢F

遺跡、渇ノ沢G過酷、渇ノ沢H温陣、野形通路 (秩回i1fr秋岡臨空港新1:Il.IIIJII角関係珂議文化財発

抱調査E傾告書J19齢年3丹、秋開市教育餐員会)、昭和59年度は下堤E遭降、下堤F遁飾、担Eノ上F

遺跡、想崎A遺跡、漏ノ沢D遁棒、漂田沢遺跡 (駄間市 r秋田臨!I!浴腕崎市開発関係峻説文化財発

憾調査制街lJ}j 19部部 3 Jl秋田 .111.1<背番員会}の発掘調 t極右行な ~た.

昭和帥年度は地麗国自遺館、台A過酷、湖ノ沢I遭師、鎚年度に調査した渇ノ沢F過"の北西部

的発指拘班を司~!fIした。

調査期間と体制

調査則間昭和曲年4月日目-1211loa 

測量主体者地域限興盤備公開

調必担当帯 駄15市・紋削市教育委員会

創 班 員 官'原俊行、石郷岡披一、箇詩除、安田忠商 (秋町市晶子f望書員会社会fi脊線}

派i宜繍究員 僚出峰 (秩田県時雄文化財匂 シター}

潟1i.補健員時繊維千、路木徳行

調査協力員 五十嵐芳郎(鉄則考古学協会全員人石川忠英'(-(明拍大学大学続生れまE・1-嵐健志、 R

画面柑橋、安出船夫、安厳正費、熊谷朝、商野自庫、後搬進娘、 fJl嘩武、鈴木島積、被野

友浪、 111tI，，~子〈棋旧k学学生)、奈良'f，~ (中央大学学生〉



間壷作業員 鈴木総ー、鈴木長治‘鈴本広治、鈴木ぷ蔵、鈴木ー炎、三三浦竹治、 三浦軍事、 三浦占可、

三浦古河、 三浦主治、駄ヨ依与次降、抑r升2届長男、水野金光、 依々木多抽郎、加熊谷新之

刷、加1'l持金一館、柏木銀三郎、安i蕗金四郎、割高野放峰、嶋野健一、渡冊l緑地、佐々

木東宙、依冷水小ー郎、船木曜車ー 、 輯峨陵ニ、渡部金抗日目、動*~聖子、鈴木 ツ々、 鈴

木ウメノ、鈴水"'"、鈴木鈴子、鈴木博子、 三浦千枝子、三浦初枝、 三浦ト ミ品、 三

浦タキ、 三浦ナ ツ、 細井ヤ丸、制捜1:"'" ;r .x.、佐々木フ、、徐々木久子、工藤命タ£、

熊谷文子、官日j > キ子 、 高島綾子、{~ト、、複良子、伊嫌ヒメ子、伊藤ツギ、長谷部

ヤ3島正、会端京子、渡部アイ干、渡部0¥>ネ干、渡部キヨ、渡辺ヲ人依A 木関手ヘ佐

々木縫子、高騰ヨシ子、高健 ξ品、駒野京子、缶倉アキ、加賀行ヒ ダ、杉沢フ ミ、糧事

沢 ミサ干、繊iRトタ品、w干択と妙、安属高チヨ、鈴木じ デ、鈴木ヒデ子、時*'カ不足
持主チエ、帳餓0¥>人鎌田チヤ、 '1、ニ正沼子

豊臣理作業員 三浦紋子、羽白井鈴子、鹿fr.章子、伊藤秀干、熊谷高綾子、工藤エ γ干、佐々木信子

本務員伊藤茂子、 奥村典チ

調査の方法と経過

調4正区は各組帥ごとに任意のi車点を快めて東凶南北〈磁北)に基堪織を作り、調査E区金体ι大グリ

ッ ~(40m X40m)を設定し、さらにその中に小グリァド(4mX  4 m)を設定し、単位〆リタドとし

た。大グ"ゆ vは(1-白人小グリ ァドは東西(X軸}に散宇(1-10)、剖北(Y軸}にアルヲγベヲ

令(A-J)を配し、その組み合せて'遺跡骨号、大グ沙勿 f昏母、小グリヲド<1)順位呼称すること と

L九.

発銅調査は、地蔵回目i噛跡(.l{，-閉山、台A;!跡 (.l{，-治、禍ノ沢 1)置跡(.l{，-角材、構ノ沢F渇跡

(.l{，-}(，)の臼畿で実施した。

地蔵旧Bi軍跡は、昭和制年、駄聞考古学協会で下地遺跡の周辺遺跡跨1fO)際発見された遺跡で昭

和51年の報告掛'tu.r地点主台遺跡JとしてJ苦戦されているが、今後はF地蔵岡遺跡Jとして取り級うこ

ととした、、 ぬゐ判年内勝賞では台地内崩斜[師山道際、 つまり地蔵悶8遺跡内土総筒、 土焔盤訴の

さらに南東部に位置する所から出土したもので、目録、鎖部は矢、ているが膏形土踏と恩われる.

4提言語尚は39cm、砂'lim般大経はお0・である.胸部に2条単位の耶行波線文が2段、 3糸町平行比日綿文

が E段めぐり、洗線開に山形文(鍬曲文}"!<縄文し、山形宜的谷郁(V)を商事前して、る@府議から胸

部にかけては刷毛目潟艶後、 LR単節斜縄文をど締文している。肩車E文様帯巳は弗色願制官塗布した

ほか文銀滑から底部にも 4単位で巾約 1<・陪どの品、色llJl料絵布の紘が.li!下していゐ. (図版52)

ミユの登酪土器ら土f.~胞と考えられる。以.tの本211や範闘確認調査の総娘帯から地蔵間 B i:自跡は縄文

時代中期、弥生時代的J!惜の験出を期待して調査I..::. lt>t~ ラ "':'0 結果は1日:百鍛時代、縄文時代、弥生

時代の桜台治肺である二とが確認書れ、 1日:石怨時代は石橋、最11片、石被等の出土総量買は約 3.~加点

で、石器の機種はナイ フ影石骨量‘台形t華街掛、軍事製石斧、 銀耐緑石器などであるが拘l't期閉め都合

- 2 -



で鴎寛氏劃舗は'ri:1Iできなか。たので61年度量生M謁色をするζととした.縄宜時代は箆穴住剖跡、

士広等が検出され、住居ftl!!式炉舎もつ中湖水草{人本IOJl:JIII)の崎mでh今た.弥生時代は県内初

例町拠品の倹山内陪かに集結を憾む.木輔が検出事れIEU;!!J.てレる.橿本跡は北西ー南東舟向に

J<軸舎もつ附円形を易し、!I!.倶は長極臼mX鱈軸47mで島ゐ.'IJ火(U'I跡は2時期3-4軒町橋成

で高f~.\ll陣に理主制の悠樟えがみられる. 構Aミ跡調E臣民ーUSI(Ia (25)4)、+.紘篭(51碁)群が存在する.

111 1:1書物から縄文時代晩期直後、初期弥生時代の附附でめゐ.

台A)置跡は、総側幡iIZ淵離の段階では同道13暗線治、、ιその位置(23)を闘吊してあ勺たが、制和

59都10"日付調会・した結集、凶示した所から北約200mの沢内柵側台地位住胎跡帯を繕!f.L、台Aj)J

繊のは雌セ変更したもので晶る.験出された逮捕は縦穴住川跡..c紘等で、縄文時代中期末曜の時

凪lである.

掴〆'{lJ置跡は、.1<範簡略認地植のーつで昭和59年度1:でfA田常体署の薗掴でみ。た.昭和前年

は土地買信巳作い絹本が移植されたため凋売が可能に1< ..たもので笥図鑑~調査k発鋸調査を併位

て実厳し、弥生叫代の上忽~ '1'安時代の土圃器健、ム闘などを検出した.

調跡 / ~F遺跡は、船舶弱年に発際調査役Lて守安時代町畠21 M.~検出 した遭障で、止閉めよ冒恕

瞳{畑}に温蝿が仏がる・I歯車性があり、知壇慣股後.同調車ずる ζ ととし、今回調査したらめで新た

にゆ換の病が曜認され、合計40lliとな。f::..

(.e 1) r'J、阿地、下腿 ・版ノ上i班跡発栂湖fi繊岱"JI97$<い3月 紋閉市教育費員会

昭和60年度来傷者 {順不問、徴税略}

1':見鍵J.i.船"'1置勝、大野憲司、高議忠彦、兇王a匹、'J、件車〈除聞県埋議文化財-eンタ-).，;:井
康『、高慢事崎{秋田線主化探}、大井康t紋岡県高般車量符誠九 職願儒t駄岡県議会a鈍3、Il'<日1議泊

三屯徹也〈禽白商品埋良文化財調査センター).一町問主{狩雌臥'%lto1[)、小梓達雄《国牢院大字}、繍

111 .，.司 f岡山人牢} 、安係子昭二f東京廊~It涼}、成辺践(-f，....!i大学}、p¥.山容量5(;軍馬県宜化財酷

縄ll)、繊同寓..l;犬{富山市考古事UI館}、秋元fii;l;(馳向日日社会政宵甥}、進圏直f武庫 (!t質瞳跡調直研

究所}、鮒野情介、幅干〈北上市社会教育課}、庄内附別、主的組儀{棋111県立博物館入将軍野骨山町

邑人タ ヲプ、 問 γ 小康小学校PTA 文化部、 ti~'tJ司巨匠i'事糾
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liIltv t蹄爺野丘綬M量揖調査遺跡略目IiIIs過E腕 ぴ周辺遺跡



御所野丘俊部 遺跡 一 覧表

晦 国 軍 te 調 直 尭 畠 調 査 壇 ‘ 

書警 埠跡 名 所 在 地 時 代 届 掴. 岨 日 測量 年世 調査 繭 騎 d 内 稗

下 睡 E 世田市聞ツ小昼小同‘字下壇 縄 宜 5.625 細 5・ 3.340 縄文 t中期》集高

2 下 蝿 F . ， . '‘.315 . 59 2.950 縄文 t町.申期》 量蕗

2 下 場 G . ， m:;a..宜 4申》 5.000 山 陣鳳野 57 1.560 旧石器.蝿宜 (ii.中曜日曜高

‘ 
5 /土C ' 固フ小屋小高地写量ノ土 縄 文 ‘.000 ' 57 1.000 縄文 E申.世間〉

s 駈 ノ土 D . ， . 14.06。 ， 67 1.500 圃文 《中.唖1M)

‘ 甑 ノよ E
. ， . 15.000 . 58 5.000 縄文 {中期}担落、9-帥C軍国検F

T 駈 ノ上 F ， ' . 37.810 ' 59 18，800 縄文 f申周3集車、弥生住居跡

8 舘 崎 A . l"lッ小袋小岡崎字漫蝿 圃 主 {睡〉 13.150 畑.山体制野 59 1.9 1 0 縄文 {前.聖蹟)土風車、弥E主住居"

9 調 蝿 B . ， 踊 宜 11.260 -匝 野

10 地蔵 mA ， 四ツ小島来戸怯:$:字地草創 出石器、 網目~. 平賀 30.000 趨

11 地.田 B a・ . 蝿貰('"唖). f):生 25.000 山跡服 野 60 12.000 i白石器、圃文 《中餓〉聾幡、弥E島県高嶋本陣

12 場 ノ訳 A - 四ツ小屋京戸松本字揚ノ沢 圃 文 21b55 . 58 3.000 縄文 {中期】弥生住揺跡

13 織ノ沢 8 . '・ 縄 文(剤、中) 6.000 . 57 2.340 縄文 t申飼)聾班、 平安控息陣

1・掛ノ沢C . . 圃文(中韓}蝉亜 II.HS 4・ 68 4.100 縄文(中期〉県高

15 揖ノ択。 '・ e 調 究 t中} 36.000 燭 59 3.220 ")1: (中期〉緩躍

16 織ノ択 E . . 圃 文 7.500 . 58 1.920 縄文〈桂期}

17 S曲ノ沢 F . . 圃文.土師、調車 5.3 1 0 • n・60 4.400 弥生、土凪平安軍制。轟》

18 揖 J沢G a・ . 縄 文 {韓} 1.300 電E fI 58 400 縄文 《桂期〉

19 a/沢 M ， '・ 圃 宜 5.9.。 橿 58 720 縄文 〈腕、 申、 検餓}住居勝

初

" 
畑 - よJt手割高野宇野鼠 縄 文 【唱，) 1.815 山 体 57 640 縄文 【申問】集落

21 野 重主 ' 上主手轟新聾字野'Il 土 師 領軍 5.>>4。 山 骨組野 58 980 事責住庭跡.震'"

包 a 田沢 - 上主手古軍事字援国民 蝿 文 平置 U75 • 59 3.320 平安健割払住居修

お 告 ，、 ' 上主手古野手台
， 8.440 . 60 2.00。 縄宜《申Q)集車

制 地 方 - 土先手11田字鑓ノ沢 • 宜 E唖} 54.170 綱.岨 野

2s 
ーー ， 侠 1 

. I!Iッ小畠荒戸峰*字渇ノ沢 薗 • 60 5.700 事生

置 険大量 嶋 - 四ヲ小昼寸咽瞳雪F置崎 掴 .原 野

笥 合 B ' 上生手強健司ド哲彦ノR 山 碑園野



遺跡の位置 と地形・均賃

位 置

秋悶市街から回迫13号線~ftI下l.，仁井町、横山を過F、 lJlをど鐙ると幌高約40m前後の広kな台

地泊。附ける.ζれは臭事l本隊凶ツ小融駅11i1uからもよ〈見える苧lflな内地であり、御所野台地、水

戸台と呼ばれている. ζの台地が似悶.ti都市側発整柵.集計副地厳で晶る.

各遺跡の位置置については181閥、 '御所野丘陵部発一輝調宜温跡、民開確認調査渇鎗lkV'刷辺海跡J

布，it照された、、.

地量豊・埠買

遺跡の存在する地形は、大別 して和田丘陵と来戸台台地に分吋られる.和田丘陵は子組編攻あま

り持たな，'.しかし、定高健会持。ι標高田-150mのかなワ側析を受けた老年期地形を示し‘ 地ι再

は鯨3系鮮新統に属する背色砂質シルトロ{笹向膚》と骨灰色塊状縦約{天徳寺周〉、それに中新統は

臥する酎灰色泥岩{船川婦}などからな。ている.'"戸台台地は圃，帽25-50m強で、その表面は大変

平縦である.ニり台地は相聞丘陵と般 して般債の段丘を識別できゐ.これらは内厳の区骨/)・らする

と、上位から額商品~田m盤の陣内段丘、 標高40m強円上野由段丘 I、障高35m撃の上野台段丘目、

，高話m強の室電蝿段丘町4般岡崎巳分吋られる. (1II 2関〉

徳内段丘

白見111石降車戸台台地では時-50m債の僚腐をもっ、いhゆる陽台t掃をその堆積耐 とする槽内噂

が!事い磯(般大径IOc咽前後九 砂、制土の瓦婿で構成されてL‘7.>.ただ海底高度はわからない.告Ifl

は級よ滞巳 1-2曲制色の1'1，土慣犬山灰層ーがあり、次民嶋.砂、 flo+'の'IiJ層で、砂揖の部分でしば

しばタ 白ス ・ぅ;;!'ナ{制発盟朋}がみられ、 砂土あるレはシ，a."11.水平な制かい淘援をなすニとが吾
、'.層".をみると、 碑綱ほうす〈、砂.結土届"'1事、、その下Sは!ls3掃の泥む{損JII膚)'!'砂質シ

"H笹困層)~ 11:勺ても'Q.向島はよの蹄台d曜を関東町下Att.噛位向比している.台A漉障は、 ζ

町槽台段丘に位置する.

x野台段丘I
t戸台台地で格台段止の南側拡陳謝40ml!l1でつ、・ている雌丘が.r..'f拘段丘 lと呼ばれて、・る.JI. 

mの 1-2mの粘土質火山炭刷会除くと、段丘1ft繍物は般大筒20-筑同 の樺婦であり、揮さは5m
制度で、その下部は錦 3系とな司て、。る.

上野台段丘置

本戸台台睡では上野台段丘(tの比漏が5m強で晶る.段丘唱積鞠の綜帽は、上野台段丘Iとは

ぽ何様で、 肩車は5m前後て島る.内厳にJ;nば、 庫い積層丹下摘は陣台層に当るとLている.地
蔵fJlB遺跡、諸島ノ沢I遺跡は、 二時上野台段丘目巳位質する.

段丘堆積物の特徴は、ょfftJ1・自蘭では最大怪耳蜘前慢の1眠l句圃を主体 とする.ほぽー様な健

胤なもち、 1'[111機続物で、I事与も加悼すると岩見川など比よる川崎町様t:段丘商と考えられる.陣
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台、 上野台 I、目聞の番街tおおっている贈厚 1-2酬のシルト分を宮んだ鮎土質犬山灰層は、 91

S草半島町事風山が超音震と一応考えられている。 ζの粘土質火山灰層申表面締役物質的風化状態をみ
Ut21 

い〈と、 階台、上野台 I 、 H副では煤色土の下の細絞物質のうち、上部00-同():m/)~明褐色を器 L 、

τ部は灰色で、提は漸串ずる。 また、士蟻紙面定見ると、 榔台、上野台1、E面1をおおう士嵯は、

いわゆる南側Z艇に属 していると考えられ、 j主般的大きい門様ヨピ混入していて、男性色土帰宅ピj事く堆

積させている.ζの属中には火山ガラス役軍基入しており、火山灰が関係しているものと機定される.

{技1) r駄岡県岩見川流蝿およびその聞辺の段丘について」 内藤博士 I部5年 第 4紀研究明再4

場E再E号

(往2) r地静、表隔地質 ・土壌、!¥I:R1.J 経術企画li'土地分銅基本調悲 1966年

「八郎渇の研究」 駄回帰教脊望書員会 1965年

「火山活動と地形J 村山錨 大軍用金

い草
体宏地質学雑誌鰐61巻第717呼

1955年

A 

I~恐m

第2図段丘
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地蔵田 B遺跡



。
第11l1l 遺跡間辺の地形
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遺跡の概観

御所野台地の南側、国鉄奥羽本線四ツ小屋駅から南東へ約1.lkmの地点で、標高約31mの東西に長

L、舌状台地(上野台段丘E臨)が遺跡である。

遺跡は旧石器時代、縄文時代中期末葉~後期初頭、弥生時代の複合遺跡で、遺構は縄文時代の竪

穴住居跡、弥生時代の竪穴住居跡、楠木跡、土土広慕、土器桔墓、土培、炉、時期不明の建物跡が 1棟

検出された。

隣接する遺跡で、は東約300mに縄文時代中期末葉、弥生時代の「湯ノ沢A遺跡山東約350mに縄文

時代中期末葉の「湯ノ沢C遺跡J、北西約500mに縄文時代中期初頭、中期末葉、弥生時代、平安時代

のf;坂ノ上F遺跡山西約600mに弥生時代の「狸i崎A遺跡」等の関連遺跡が所在する。

!日石器時代 3市圏

御所野丘陵部の新都市開発

計画地域内で!日石器時代の遺

跡が発掘調査されたのは、昭

和57年度調査の「下堤G遺跡」

とこの下地蔵田 B遺跡」であり

計画地域内の遺跡範関確認調

査の段階では「地蔵田A遺跡J

で石刃が検出され、旧石器時

代の遺跡としているが発掘調

査は昭和62年度の予定である。

下堤G遺跡はナイフ形五器

石刃、米ヶ森型台形石器の組

成をもっ遺跡で、地蔵田 B遺

跡はナイフ形石器、ノッチ、

打製石斧、磨製石斧等の石器

が出土しており、両遺跡の様

相は異なっている。

本年度は調査が12月に入り

発掘が不可能なため来年度、

引き続き調査する予定であり、

本報告は来年度とし、概報と

して取り扱っていることを御

容赦願いたい。

2事 l~で-r:・. . 

-・ ・・ ・・困・・・・・・ ・・・・・・・.. ・・・・・・.................... 
刊
H
V
A
 

V
v
 

V
A
 •• ••• • ••• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• •. • 

••• ••• •• ••• ••• •• •• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• ••• •• •• ••• 
•• •• 
・・

造物出土層 砂!深層

3国土層図

14 

I 層陥褐色土…耕作土
E 層IIri褐色土…炭化物混入

I 盟 層IllH竜褐色土漸移層、炭化物
混入

Na層寅褐色土…粘土質、炭化物混入
II Nb層黄褐色土…粘土質、若干褐色味強く

やや硬い、炭化物混入
Nc麗質褐色土…粘土質、灰色味がある

盟 炭化物混入
Va層灰白色土…粘土質、褐色味がある

lVa Vb層灰白色土…粘土質1-2m聞の小傑
a を含む
Vc層灰白色土・・粘土質1-2mmの小礁を

多く含み全体に砂っ(民、
IVb Vd層灰白色土…粘土質、褐色味があり

1-2mmの小擦を含む
Ve層灰白色土…粘土質、粘性強い

百c Vf層11音灰色土…粘土質、粘性強い
Va Vla層灰青色土…粘土質、粘性強L、
Vb J，!b層灰白色土・・粘土質、粘性強い
Vlcl曹灰青色土…粘土質、粘性強L、

Vc 理 層褐色土…・・・粘土質、砂っl示、
四 層褐色土・…・・酸化してへんト状に入る

Ve IX 層砂層・・ H ・H・-小~大の砂が互層をなす
X 層褐色土......酸化してベルト状に入る

Vf xi I曹砂層・……・・小~大の砂が互層をなす
盟 層褐色土…・・酸化してへん卜状に入る

刊a xm層砂層・・ H ・H・.2-3mmの小磯
XN罵砂礁層・・・・・・小磯~中華表、灰白色

Vlb 粘土がブロソク状に混入
XV層砂磯層・…・・小磯~中燦

Vlc 

百
四
目

X

E

却

X自



4図 ナイフ形石器・ノッチ・磨製石斧
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層位

標高30~40m のこの台地は上野台段丘立と呼ばれ、地蔵田 B遺跡はこの上野台段丘宜面の中でも

低{立に位置する。|日石器時代の遺物は国層(陪黄褐色土、ローム漸移麗)下部、 Na，Nb層(黄褐色

土、ローム層)、 Nc層(黄褐色土、灰色味)上部からの出土である。(第 3図)

出土遺物

石器、剥片、石核等の出土総数は、約3，400点で、石器の器種はナイフ形石器、ノッチ、磨製石斧

などである。(第4図)

と遺物

縄文時代

1号住居跡(第 5図)

調査区北西部で検出された。

プランは長軸3.8m、短軸3.1mの隅丸長方形を量し、確認国からの深さは20cmで、擦はほぼ垂直

に立ち上がる。ピットは 6個検出され、主柱穴は 4個である。炉は土器埋設部、石組部、掘り込み

からなる。土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。石組部は側面に

石が組まれ、底聞と側面の石が火熱を受けている。掘り込みは一段浅く壁に接する。床は平坦で堅

し、。

出土遺物

土器(第37図 l 、第44図38~43)

1は炉埋設土器、 42は床面、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 1は

口縁部が外国する深鉢形土器で、頚部に沈線が巡る。地文はRL単節斜縄文(斜位回転)で、補修

子しがみら;hる。

石器(第49図 1 ・ 2、第52図38)

1は掻器、 2は削器、 38は藤石である。

2号住居跡(第 6国)

調査区北西部で検出された。

プランは長軸3.7m、短軸3.5mの婿円形を呈し、確認聞からの深さは23cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは10個検出され、主柱穴は壁際の 4~5 偲と考えられる。炉は土器埋設部と石組

t'fl)からなる。土器埋設m~は深鉢形土器を増設し、周辺は火熱を受けhて赤変している。石組部は側面

に石が組まれ、底面iと側面の石が火熱を受けている。また、土器埋設部の南側に深鉢形土器の下半

分がj要設され、火熱を受けていた。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第37関 2 ・ 3 、第44区J44~46)

2は炉i埋設土器、 3は南側炉埋設土器、 46は床面、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有
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ム31.60m

一一¥

旦 .60m

-2  .;3  QSノ
第u討 I!n以補色土、炭化物混入
第2層 I!i行実掲色土、炭化物混入
第 3，~チ H古補色土、炭化物混入
第4I詩黒色土、炭化物混入

。 1m 

5図 1号{芝居跡
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第2層 lIi行者補色土、炭化物混入(第1回よりもやや黄色つほ1ミ)

B' 

31.60m 

第 1J詞 黄11庁褐色士、焼二i二・炭化物少;ti浪人
第2階 H古褐色J士、焼土・炭化物少iii混入
第3N手 11ft褐色土、炭化物混入

第6図 2号住居跡

18 

。11



するものである。 2は口縁部が直立する深鉢形土器で、 rJ J字状の磨消帯を有し、地文はLR単節

斜縄文(縦位回転)である。 3は深鉢形土器の下半分で、地文はRL単節斜縄文(縦・斜位回転)である。

石器(第49図 3・4)

3はへラ状石器、 4は削器である。

3号住居跡(第 7図)

調査区北西部で検出された。

プランは長軸3.6m、短軸3.5mの楕円形を皇し、確認聞からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは 6個検出され、主柱穴は41閣である。炉は土器埋設部と掘り込み部からなる。

土器埋設部は深鉢形土器の網部を 2重に埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り込み部は

底・側面が火熱を受けている。床は平坦である。

出土遺物

土器(第37図 4~6 、第44図47~50)

5 (内側) ・6 (外側)は炉埋設土器、 4はピット、他は覆土出土である。半裁竹管状工具内面

による半隆起線で‘文様を作り出すもの、沈線区画の磨消帯を有するものである。 5は深鉢形土器の

下半分で、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。 6は深鉢形土器の胴部で、地文はRL単節

斜縄文(縦位回転)である。 4は口縁部が直立する鉢形土器で、 r J J字状の磨消帯を有し、地文

はRL単節斜縄文(縦f立回転)である。

石器(第49図 5~7 、第52図39)

5はつまみ部を欠く縦型石匙、 6はへラ状石器、 7は削器、 39は磨石である。

4号住居跡(第 8図)

調査IR北西部で検出された。

プランは長軸3.4m、短軸3.2mの楕円形を呈し、確認、面からの深さは15cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは 4個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器埋設部とお組部からなる。

土器埋設部は深鉢形土器を;埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。石組部は長い川原石を埋設

土器に被さるように据え、壁側は側面に石が組まれている。底面と側面の石が火熱を受けている事

から、側面の石は抜き取りと考えられる。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第38図 7・8、第44図51~59) 

7は炉埋設土器、 8は床面、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 7は

口縁部が外反する深鉢形土器で、逆 rSJ字状の磨消帯を有し、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)

である。 8は口縁部が外反する深鉢形土器で、 r J J 

(結訂立回車云) である。

土製品(第160国72)

- 19 

し、地文はLR単節斜縄文
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黒色土、協土・炭化物混入
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U(f黄色土
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第7図 3号住居跡
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72は再利用土製品で、土器片を利用したものである。

石器(第49図 8)

8は縦型石匙である。
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5号住居跡(第 9図)

調査区西側で検出された。
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プランは長軸5.3m、短:刺J4.7mの惰円形を長し、確認面からの深さは40cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは11個検出され、主柱穴は深い掘り方の 4{闘である。炉は石間土器理設部、掘り

込み部、一段浅い掘り込みからなる。石間三i二器埋設音I~は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて

赤変している。:j;怒り込み部は底 e 側闘が火熱を受けている。 一段浅い掘り込みは罫:に接する。床は

21 



中央部が若干くぼむが全体的に堅い。

出土遺物

土器(第38図 9 、第45図60~72)

9は炉理設土器、 72が床面、他は覆土出土である。口縁部に撚糸圧痕を施すもの、沈線区画の磨

消帯を有するものである。 9は口縁部が外反する深鉢形土器である。 IJ J 宇状の磨消帯が胴部中

程の波状磨消帯と連絡し、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

土製品(第160図73)

73は再利用土製品で、土器片を利用したものである。

石器(第49図 9 ・10、第52図40)

9は横型石匙、 10は掻器、 40は磨百である。

6号住居跡(第10図)

調査区西側で検出された。

プランは一辺3.1mの隅丸方形を皐し、確認面からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

ピットは 6個検出され、主柱穴は 4個である。炉は土器l埋設部と石組部からなる。土器埋設部は深

鉢形土器(復原不可能)を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。石組部は底面と側面の石が

火熱を受けており、側面の数個の石は抜き取られている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第45図73~82)

73、82は床面、他は覆土出土で、ある。沈線区画の磨消帯を有するものである。

石器(第49図11・12)

11は削器、 12は磨製石斧で、刃部を欠く。

7号住居跡(第11図)

調査区西側で検出された。

プランは径2.8mの円形を呈し、確認聞からの深さは20cmで、壁は緩く立ち上がる、ピットは 6個

検出され、主柱穴は 4個である口炉は石国土器埋設部と掘り込み部からなる。石閤土器埋設部は深

鉢形土器の胴部を埋設し、周辺が火熱を受けhて赤変している。掛り込み部は側面の一部が火熱を受

けている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第38図10、第45図83)

10は炉埋設土器、 83は覆土出土である。 10は深鉢形土器の下半分で、地文はLR単節斜縄文(縦

{立回転)である。

石器(第49図13、第52図41)

13は掻器、 41はくぼみ石である。

22 
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8号住居跡(第12図)

調査区北側で検出され7こ。

プランは長軸2.8m、短軸

2.7mのほぼ円形を塁し、確

認面からの深さは15cmで壁

はほぼ垂直に立ち上がる。

ピットは 2個のみの検出で

炉はない。床は平坦で堅L、。

出土濃物

若器(第52図42)

42は石錘で、再端を打ち

欠いている。

9号住居跡(第13図)

調査区北側で検出された。

プランは径 3mの円形を

長し、確認面からの深さは

15cmで、皇室はほぼ垂直に立

ち上がる。 ピットは 9個十実

出され、主柱穴は41固と考

えられる。炉は 2基検出さ

れた。北西側の炉は土器埋

設部と錨り込み部からなる。

土器埋設部は深鉢形土器の

服部を埋設し、周辺は火熱

@ム

A 

8 

一てご「ブすアTIil

第11図

l 官プ

第11選
第2層
第3層

7号住居跡

。

@ 

A' 

8' 

ム31.30m

日音黄褐色土、炭化物混入
黒色土
黄色土(ロームブロ yク)

旦 31.30m 

1m 

を受けて赤変している。掘り込み部は底@側面が火熱を受け』ている。北側の炉は土器埋設部と掘り

込み部からなる。土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。埋設土器

の中には)11原石が入っていた。掘り込み部は底@側面が火熱を受けている。本炉が北西側の炉を切

っている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第38・39図11・12、第45図84・85)

11は北西側の炉埋設土器、 12は北側の炉埋設土器、他は覆土出土で、ある。 11は深鉢形土器の腕部

で、地文は撚糸文である。 12は深鉢形土器の嗣部で、磨治情が交差する部分に刺突が施される D 地

文は LR単節斜縄文(縦{立回転) である。

25 



10号住居跡(第14図)

調査区北側で検出される。

プランは径 2.8mの円形を呈

し、確認面からの深さは15cmで

壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピ

ットは 5個検出され、主柱穴は

41闘である。炉は土器埋設部と

石組部からなる。土器埋設部は

深鉢形土器の下半分を埋設し、

周辺は火熱を受けて赤変してい

る。石組部は埋設土器との間に

川原石を据え、底@側面が火熱

を受けている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第39図13・14、第46図

86~88) 

13は炉埋設土器、他は覆土出

土である。沈線区画の磨消帯を

有するものである。 13は深鉢形

土器の下半分で、地文はRL単

節斜縄文(縦位回転)である 0

14は口縁部がタト反する鉢形土器

匂

A 

A 

c/z9 

第12図 8号住居跡

で、 了JJ字状の磨消帯を有し、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

高器(第49図14)

14は独鈷おで、両頭部が欠損し、稜線開にはアスフアルトが付着してし、る 0

11号住居跡(第15図)

調査区北側で検出された。

A' 

ム31.50m 

守宅フ

。 1m 

プランは径3.2mの円形を呈し、確認、面からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピット

は12個検出され、主柱穴は壁際の 41固である。炉は石間土器埋設炉である。深鉢形土器をやや斜め

に埋設し、石は 3個のみ残存し他は抜き取られている。周辺は火熱を受けhて赤変している。}末は平

担で堅L、。

出土遺物

土器(第39図15~17、第46関89 ・ 90)
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面からの深さは30cmで¥壁 ~( 2 "，，----一一 ol /イ;23ノ
はほぼ垂直に立ち上がる S 

第 1層 黒色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 暗褐色土、炭化物混入
第 3層 明褐色土、炭化物混入
第4層 黒色土、炭化物混入

15は炉埋設土器、 16はピ

ット、他は覆土出土である。

沈線及び稜線区画の磨消帯

を有するもの、沈線で文様

を作り出すものである。 15

は口縁部が直立する深鉢形

土器で、頚部に沈線が巡る。

地文はし R単節斜縄文(縦

位回転)である。 16は口縁

部が直立し突起をもっ深鉢

形土器で、突起の下へ沈線

で同心円文を施し、地文を

磨消す。地文はLR単節斜

縄文(縦・斜{立凶転)であ

る。 17は鉢形土器で、横位

への磨消帯と刺突を施す。

地文はRL単節斜縄文(縦

位回転)である。

12号住居跡(第16図)

調査区北側で検出されT占

プランは長軸3.6m、短軸

3.4mの楕円形を呈し、確認、旦

ピットは 7個検出され、主

柱穴は 3{固と考えられる。

炉は石間土器埋設部と石組

入一

B
一

ロ

A' 

砂入1ι
c_ (JyV 

~ 

C ♀ 31.70m 

てF1層暗黄色土
A A' 

31.80m 

B' 

。 1 m 

第15図 11号住居跡

部からなる。石囲土器埋設部は深鉢形土器の口縁部を倒立させて埋設し、周辺は火熱を受けて赤変

し、数個の石は抜き取られている。石組部は埋設土器との間に巨礁を据え、側面に 3個の石が組ま

れている。底面と側面の石が火熱を受け』ている事から、側面の石は抜き取られたものと考えられる。

床は平坦で堅レ。

出土遺物

土器(第40図 18、第46区J91~102)
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18は炉埋設土器、他は覆土出

土である。沈線及び稜線区画lの

磨消帯を有するものである。 18

は口縁部が外反する深鉢形土器

で、沈線と稜線区画の磨消帯を

有しJ也文はRL単節斜縄文(縦

位回転)である。

石器(第50図15~17)

15は横型石匙、 16は掻器、 17

は削器である。

13号性居跡(第17図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸2.6m、短軸2.4

mのほぼ円形を呈し、確認面か

らの深さは15cmで、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。ピットは 1個

のみの検出であるが、住居外側

の 4{屈が主柱穴と考えられる。

炉は土器埋設部と掘り込み部か

らなる。土器埋設部は深鉢形土

器の胸部を埋設し、周辺は火熱

を受けて赤変している。掘り込

み部は底@側面が火熱を受けて

いる。床は平坦である。

出土遺物

土器(第40図19)
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A ム 32.20m

B l2_' 32. 20m 

時十品色土
H音褐色土、炭化物混入
時褐色土、ローム粒子混入

第17図 13号住居跡

19は炉埋設土器である。深鉢形土器の下半分で、稜線区画の磨消帯を有する。地文はLR単節斜

縄文(縦位回転)である。

14号住居跡(第四図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸3.4m、短萌b与.2mのほぼ円形を呈し、確認面からの深さは15cmで、壁はほぼ垂直に

立ち上がる。ピットは 9偶検出され主柱穴は 3個と考えられる。炉は 2基検出された。北側の炉は

ごと器埋設部、摺り込み部、一段浅い掘り込みからなる。 土器埋設部は深鉢形土器の腕部を埋設し、
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第l層 11音褐色土、炭化物混入 …"."''-'・

2五2層 階褐色土、%1層よりもやや暗い、炭化物混入
~3 層 階褐色土、第2層よりもやや褐色l沫あり、炭化物話人
第4層 極11音褐色土、炭化物混入
第5層時黄色土

H音褐色土、炭化物・ローム粒子混入
時黄色土
11音褐色土

18図 14号住居跡
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周辺は火熱を受けて赤変し、南側はピットに切られている。掘り込み部は底・側面が火熱を受けて

いる。一一段浅い撮り込みは壁に接する。西側の炉は土器埋設炉である。深鉢形土器の下半分を壇設

し、周辺が火熱を受けて赤変している。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第40図 20 ・ 21、第46図 103~107)

20は西側の炉埋設土器、 21は北側の炉増設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有す

るものである。 20は深鉢形土器の下半分で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。 21は深鉢

形土器の腕部で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

15号住居跡(第19図)

調査区北側で検出された。

|∞ 
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ム31.70m

第 1層 黒色士、炭化物・部分的にロームブロック混入

9図 15号住居跡
汀1
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プランは長軸3.5m、短軸3.3mのほぼ円形を皐し、確認面からの深さは13cmで、壁は緩やかに立

ち上がる。ピットは11個検出され、主柱穴は 5個と考えられる。炉は土器埋設部と掘り込み部から

なる。土器理設部は深鉢形土器を埋設し、周辺が火熱を受けて赤変してし、る。掘り込み部は底@側

面が火熱を受けている。床は平坦で堅い。

出土濯物

土器(第40図22)

22は炉埋設土器である。深鉢形土器の胸部で、 r ] J 字状の磨消帯を有する。地文はRL単節斜

縄文(縦位回転)である。

16号住居跡(第20図)

調査区西側で検出された。

プランは一辺 6mの方形を呈し、 70・71号土拡に切られている。確認、面からの深さは35cmで、壁

は垂直に立ち上がる。ピットは11個検出され、主柱穴は深い掘り方の 51聞と考えられ、北側の壁に

確認面から摺られているピット 2個も認められた。炉は石間土器埋設部、敷石石組部、掘り込みか

らなる。石囲土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けhて赤変し、カチンカチンである。敷

芯石組部は底・側面に石を組み、石の組まれている部分が火熱を受けている。掘り込みは一段浅く

壁に接する。床は平坦で堅く、北西偶には擦が 7個並べられていた。

出土遺物

土器(第40図 23、第47図 108~111)

23は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 23は口縁部が直

立する深鉢形土器で、 r ] J 宇状の磨消帯が腕部中程の波状磨消帯と連絡する。地文はRL単節斜

縄文(縦位回転)である。

石器(第52悶43)

43は磨石である。

17号住居跡(第21図)

調査区西側で、検出された。

プランは長軸3.2m、銀軸3.1mのほぼ円形を呈し、67号土土広と重復してL、る。確認、商からの深さは15

cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは 4個検出され、 4個が主柱穴である。炉は土器場設部

と摺り込みrmからなる。土器埋設部は鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り

込み部は底・側面が火熱を受けている。床は若干凹出がみられる。住居の南東側には石俸が斜めに揖

えられていた。

出土遺物

土器(第41図24)

24は炉埋設土器である。 Iこl縁部が外反する深鉢形土器で¥ 「JJ 字状の磨消帯を有し、地文はR
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Lr:p.節斜縄文(縦位回転)である。

石器(第52凶44)

44は石俸である。

18号イ主居跡(第22図)

調査区西側で検出された。

ブ}ランは長ijilh5.9m、短lp-flJ5.3mの楕円形を呈し、 68. 69号土士広と重復する。確認、面からの深さは

40cmで、壁は西側が緩く抱はほぼ垂直に立ち上がる。ピ、y トは15個検出され、主柱穴は深い掘り方

の 51問と考えられる。炉は石間土器理設部、掘り込み部、一段浅い掘り込みからなる。石田士宮号増

設部は深鉢形土器を理設し、周辺は火熱を受けている。掘り込み部は底@側面が火熱を受け¥底面

はカチンカチンである。一段浅ーし、掘り込みは壁に接し、両側にピットが認められる。Dkは平坦で堅

し、。

出土濯物

土器(第41区125、第47図112~ 1l 6)

25は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するもの、変形工字文を施すもの

である。 25は日縁部が外反する深鉢形土器で、 I J J 字状の磨消帯は胴部中程の波状磨j向帯と連絡

する。地文はRL単節斜縄文(縦{立回転)である。

石器(第501Z118~27、第53図45~49)

18は有茎の石簸、 19は錐音13 を欠く石錐、 20 ・ 21は掻器、 22~26は削器、 27は磨製石斧、 45~48は

磨石、 49は石皿状石器である。

19号住居跡(第23図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸3.2m、短軸2.9mの楕円形を呈し、縫認、聞からの深さは35cmで、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。ピットは住居外側に3個検出されたのみである。炉は土器埋設部、石組部、掘り込みか

らなる。土器理設部は深鉢形土器の下半分を埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。石組部は

埋設土器との間に燥を据え、底。側面が火熱を受けている。掘り込みは一段浅く壁に接する。床は

平坦で全面的に堅い。

出土遺物

土器(第41区126、第47図117~120)

26は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 26は深鉢形土器

の下半分で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

20帯住居跡(第24図)

調査区西側で検出される。

プランは佳2.7mの円形を呈し、 65号土;拡に切られている。確認、指からの深さは20crnで、壁は垂直
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に立ち上がる。ピットは 5偲検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器理設部と石組部からな

るD 土器埋設部は深鉢形土器の下部をj埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。石組音[5はj塑設土

器との間に燥を据え、底面が火熱を受けている。床は子組で中央部が特に堅い。

出土遺物

土器(第41図27、第47図121~124) 

27は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 27は深鉢形土器

の下部で、地文はRLR複節斜縄文(縦位回転)である。

21号住居跡(第25図)

調査区西側で検出された。

プランは長軸4.1m、短軸3.7mの楕円形を呈し、271号土拡に切られている口確認面からの深さは15cm

で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは多数検出されたが、主柱穴は比較的深し、控際の 4個と考

えられる。炉は土器理設部と石組部からなる。土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、周辺は火熱を受

けて赤変している。石組部は側面に 3{聞の石が組まれ、底面と石が火熱を受けている事から他の側

面の石は抜き取られたと考えられる。床は平坦で中央部が堅い。

出土遺物

土器(第41図 28、第47図 125~129)

28は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 28は口縁部がや

や外反する深鉢形土器で、地文はRL単節斜縄文である。

石器(第50図28)

28は縦型石匙である 0

22号住居跡(第26図)

調査区中央部で検出された。

プランは長軸4.5m、妓軸3.7mの楕円形を皇し、 39・40号土器棺墓により切られている。確認面

からの深さは10cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは17個検出され、主柱穴は壁際の 5{毘と

考えられる。炉は土器;埋設炉で、深鉢形土器(復元不可能)を半載して横に増設し、周辺は火熱を

受けて赤変している。床は平坦である。

23号住居跡(第27図)

調査区中央部で検出された。

プランは長軸4.5m、短軸4.2mの構内形を呈し、確認面からの深さは15cmで、壁はほぼ嘉蔵に立

ち上がる。ピットは17{悶検出され、主柱穴は比較的深L、壁際の 5伺と考えられる。炉は土器埋設炉

で、深鉢形土器の下音[5を斜めに埋設し、周辺は火熱を受けて赤変している。床は中央音sが若干くぼ

む。

出土遺物
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第51脅炭化物 と-31. 50m 
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土器(第41悶泊、第47図130・131)

29は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 29は深鉢形土器

の下部で、地文は撚糸文である。

石器(第50図29・30)

29・30は有茎の石銀である口

24号住居跡(第28図)

調査区南側で検出された。

プランは長軸2.2m、短軸2.1mのほぼ円形を呈し、弥生時代の棚木によって切られてし、る。確認

ピットは 5個検出されたが、主柱穴は不明で面からの深さは15cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

を斜めに埋設し、西側に l個の石が認め(復元不可能)ある。炉は石間土器埋設炉で、深鉢形土器

られる。周辺は火熱を受けて赤変している。床は若干南側に{頃斜する。

出土遺物

土器(第47図132・133)

し、ずれも覆土出土で、沈線区画の磨消帯を有するものである。

25号住居跡(第29図)
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プランは長軸307m、短軸3mの楕円形を思し、確認面からの深さは10crnで、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。ピットは多数検出されたが、大きいものは別の時期のものである。主柱穴は壁際の 5個と

考えられる。炉は土器埋設炉で、深鉢形土器を斜めに埋設し、中に石が 21間入り、周辺は火熱を受

けて赤変してし、る。床は平坦である。

出土遺物

土器(第42図30)

30は炉埋設土器である。深鉢形土器の下半分で、地文は撚糸文である。

石器(第50図31・32)

31は石錐、 32はへラ状石器である。

26号住居跡(第30図)

調査区南側で検出された。

プランは一辺約305mの方形を呈し、幅15crn、深さ 6~ 10crnの周溝が認められ、櫛木及び 264号土

土広によって切られている。確認、活からの深さは25crnで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは 9個

検出され、主柱穴は 4隅の 4個と考えられる。炉は土器場設部、敷石石組部、掘り込みからなる。

土器増設部は埋設土器が抜き取られ、周辺が火熱を受けて赤変している。敷石石組部は底・側面に

石を組み火熱を受けているが、抜き取られている石もある。掘り込みは一段浅く周溝に接する。床

は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第47図134)

134は覆土出土で、沈線区画の磨消帯を有するものである。

石器(第51図33・34)

33は縦型若匙、 34は横型石匙である。

27号住居跡(第31図)

調査区南側で検出された。

プランは長軸201m、鎧軸1.8mの不整形を呈し、柵木によって切られている。確認、臨からの深さ

は13crnで、壁は緩やかに立ち上がる。ピットは 6個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器

埋設炉で、深鉢形土器の下半分を斜めに埋設し、周辺は火熱を受けーて赤変している。床は若干凹凸

ヵ~~らオ1 る。

出土遺物

土器(第42図31)

31は炉埋設土器である。深鉢形土器の下半分で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

28号住居跡(第32図)

調査区中央部で検出された。
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第31図 27号住居跡

プランは長軸3.2m、短軸2.8mの楕円形を盟し、確認聞からの深さは10cmで、壁は緩やかに立ち

上がる。ピットは 8個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器;埋設炉で、深鉢形土器(復元

不可能)を斜めに埋設し、周辺が火熱を受けて赤変している。床は平坦で堅い。

出土遺物

石器(第51図35、第53図50・51)

35は石棒、 50はくぼみ石、 51は磨石である。

29号住居跡(第33国)

調査区北東部で検出された。

プランは長軸3.4m、競軸 3mの楕円形を塁し、確認、面からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。ピットは 6個検出され、主柱穴は 4個である。炉は石間土器埋設部と敷石石組部からなる。

お囲土器埋設部は深鉢形土器を埋設し、)苛辺は火熱を受けて赤変している。敷石石組部は底・側面

に握りこぶし大の右が、理設土器の間と壁側に中礁が組まれ、火熱を受けている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第42図32・33、第48図135)

32は炉理設土器、他は覆土出土で、ある。沈線区画の磨消帯を有するものである。 32は口縁部が内

領する深鉢形土器で、 「ノ」字状の磨消帯を有し、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。 33

は口縁部が内傾する深鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。
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石器(第51図36‘37)

36・37は磨製石斧である。
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第2層 階褐色土、炭化物を少量混入
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28号住居跡第32図

30号住居跡(第34図)

調査区北西部で検出された。

る。確認面からの深さは35cmプランは長軸5.5m、短軸5.1mの惰円形を呈し、306号土拡と

ピットは11偲検出され、主柱穴は 4個である。炉は 2基検出されで、壁はほぼ垂甚に立ち上がる。

た。東側の炉は、土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設部は埋設土器が抜き取られ、

周辺は火熱を受けて赤変している。石組部は掘り込み側に 5個の石が組まれ、底・側面が火熱を受

けている。掘り込みは一段浅くなっている。南側の炉は石間土器埋設部、敷石石組部、掘り込みか

らなる。石田土器埋設音I~は深鉢形土器と埋設し、間辺は火熱を受けて赤変している。敷石石組部は

底・側聞に石を組み、火熱を受け、掘り込み側が一段浅くなっており、石は敷かれていない。掘り
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込みは一段浅く壁に接する。東側の炉は廃棄後、貼床されている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第43図34. 35、第48図 136~142)

34は炉場設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するもの、数条の沈線で文様を作

り出すものである。 34は口縁部が直立する深鉢形土器、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。

35は壷形土器である。撚糸文を施し、胴上部に粘土紐を鮎り付け、後に半裁竹管状工具内面による

直線・曲線・弧線で文様を作り出してし、る。嗣下部は無文である。

31号住居跡(第35図)

調査区北東部で、検出された。

プランは径4.5mの隅丸方形を呈し、確認面からの深さは30cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる、ピ

ットは11個検出され、主柱穴は 5個である。炉は土器埋設部と掘り込み部からなる。土器埋設部は

深鉢形土器を塊設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り込み部は底・側面が火熱を受けてし、

る。床は平坦で堅し、。

出土遺物

土器(第43図36、第48図 143~145)

36は炉埋設土器、 144は炉掘り込み部、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するもの、

沈線で文様を作り出すものである。 36は口縁部が外反する深鉢形土器で rJ J 字状の磨消帯が胴部

中程の波状磨消帯と連絡する。地文はRL単節斜縄文(縦位凹転)である。

土製品(第160図74)

74は再利用土製品で、土器片を利用したものである。

32号住居跡(第36図)

調査区北東部で検出された。

プランは長軌4.8m、推定短軸4.4mの楕円形を呈すると考えられ、北側は削られている。確認面

からの深さは40cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは 9個検出されたが、主柱穴は不明であ

る。炉は土器埋設部と掘り込み部からなる。土器埋設部は深鉢形土器の胴部を埋設し、周辺が火

熱を受けて赤変している。掘り込み部は、底@側面が火熱を受けている。床は平坦で堅い。

出土遺物

土器(第43図 37、第48ぽ1146~148)

37は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を有するものである。 37は深鉢形土器

の胴部で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。
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弥生時代

1号住居跡 (1~官) (第54図)

調査区中央部で検出された。

ア本の間溝が検出され、 6聞の建て替えを行っている。 1-1号は周溝が径8mのほぼ円形を皇

し、幅20~30crn、深さ1O~43crn で、 i有商側が途切れ、出入口施設の存症が考えられる。ピットは多

数検出されたが、主柱穴はP1~P4 の 4 f間である。掘り方は径35~70crn、深さ 42~75crnで、径約

20crnの柱痕の認められるものもある。炉は径90crnの地床炉で若干掘り込み、炉内が強く火熱を受け

て赤変し、 2個の礁が付設する。床はローム面を床面とするが、ローム面が若干西へ斜面をなしてい

るために東側を約 5crn掘り込み、平坦で堅い。 1 1I~准号は 1-1 号の北側へ移動して構築され

同心円状の周溝が認められ、 5[豆iの拡張を行っている。周溝は 1-立号が長軸9.6m、短軸8.4mの

楕円形を呈し、幅20crn、深さ11~24crn である。 1-誼号は佳 9.3 mのほぼ円形を呈し、中高20cm、深

さ21~43crn である。 1 N号は径 9.4m のほぼ円形を呈し、 '11高20crn、深さ 32~43crnである。 1-V

号は径10.6m のほぼ円形を呈し、 i幅 20crn、深さ 16~36crnである。 1-VI号は箆10.8m のほぼ円形を呈

し、幅20crn、深さ 15~45crn である。 1-\'[号は径11.7m のほぼ円形を呈し、幅20crn 、深さ 9 ~70crn 

である。全て南側が途切れ、出入口施設の存在が考えられる。ピットは多数検出されたが、主柱穴

は 4 個で、 1- 立 ~N号に伴うものがP5~P8 と考えられ、掘り方は径50~75crn、深さ 40~75crn

で、径25~35crn の柱痕の認められるものもある。 1-V~刊号に伴うものが P 9 ~ P 12と考えられ

掘り方は径50~70crn、深さ 69~80crnで、径25~30crnの柱痕が認められる。炉は 2 基検出された。 1

-1I~町号に伴うものは、新しい溝によって切られており検出されなかった。東側の炉は径80crn の

地床炉で、 1-V~\'[号に伴うものである。西側の炉は径90crnの地床炉で若干掘り込んでおり、炉

内は強く火熱を受けて赤変し、 3f闘の礁が付設されてし、る。検出された位置からすると、何期目の

住居に伴うものが判然としなし、。床はローム面を床面とするが、ローム簡が若干西へ斜簡をなしてい

るために東側を約 5crn躍り込み、平坦で堅い。

出土遺物

土器(第62図149~151、第63図156~162)

149は 1-1せの周溝(東側j、15υは l-il.lll母の同議(西和、Ij)，，151は 1-Vii号の周溝(北東部)

で、出ごとした。149は口縁部が直線的に斜め上方に立ち上がる鉢形土器である。変形工字文が施され、

21間1対の粘土粒が付く。 150は蓋形土器である。笠形をなし、変形工字文が施される。 151は小形

の鉢形土器で、頭部に平行沈線が巡る。地文はLR単節斜縄文(斜位回転)である。他に聾形土器、

鉢形土器などの破片が出土している。

石器(第65図52~57、第66図68~72)

52~54は有茎の石簸、 55 ・ 56はへラ状石器、 57は鋸歯縁石器で南部にアスフアルトが付着する。

68 ・ 69はくぼみ石、 70~72は磨石である。
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2帯住居跡 (I~V) (第55図)

調査i左中央部で検出された。

5本のf舌j溝が倹1+1され、 4f司の建て替えを行っている。 2-I号は周溝が径10.7mのほぼ円形を

呈し、 rll話20cm、深さ 6~23cm で、 i有{J!1jが途切れ、東側には周溝が確認されなかった。 2-II~V は

2-I号より若干南側にずらして構築され、同心円状の周溝が認められ、 3f万!の拡張を行っている。

周溝は 2 II号が径 8.5m のほぼ円形を呈し、 rll冨20cm、深さ 10~38cm である。 2-ill 号は長軸9.5m

短車n19.1m の精円形を呈し、rIr高20cm、深さ 10~28cm である。 2-Nサは径 9.8 mのほぼ円形を呈し、

rþ高20cm、採さ 10~28cm である。 2 V号は長軸10.lm、短i出]9.5 mの惰円形を呈し、 111高20cm、深さ

13~28cmである。全て南側が途切れ、出入口施設の存在が考えられる。ピットは多数検出されたが、

主柱穴は 4 倍i で、 2-I 号に伴うものがP1~P4 と考えられ、掘り方は径30~50cm、深さ 21~42

cm である。 2-II~V せに伴うものがP5~P8 と考えられ、掘り方は径45~60cm、深さ46~89cm

で、径20~30cmの柱痕の認められるものもある。炉は 2 基検出された。北側の炉は径 1m の地床炉

で、炉内が強く火熱を受けて赤変し、 2-I号に伴うものと考えられる。 南側の炉は長軸1.4m、

短軸 1mで、中央部に斐形土器を縦に割り、半分を据え、周辺は強く火熱を受けて赤変してし、る。

2-II~V 号に伴うものと考えられる。床は平坦で堅い。住居内南側に長方形の掘り方がみられるが、

住居に付随するものかどうかは不明である。

出土遺物

土器(第62図152、第63図163~172)

152は炉埋設土器である。護形土器の下半ff[iで、刷毛目調整後にLR単節斜縄文(縦位回転)を施

す。他に整形土器、鉢形土器などの破片が出土している。

土製品(第149図 3) 

3は土偶である。頭顔吉[iのみで、仁ド空である。

石器(第65図58. 59、第67図73~75)

58は錐状をなす伝器、 59は横型イゴ匙で、つまみ古[5 にアスフアルトが付着する。 73~75は磨石であ

る。

3号性厳跡 (I~盟) (第56図)

調査[)(~西側で検出された。

3本の周溝が検出され、 2回の建て替えを行っている。 3-I号は周溝が長軸 8.3m、短朝17.5m 

の楕円形を呈し、 i隔20~30cm、深さ 5 ~44cmで、南東側が途切れ、出入口施設の存在が考えられる。

ピットは多数検出されたが、主柱穴は P1~P4 の 4 個である。掘り方は佳30~50cm、深さ 35~67

cm で、径25~35cm の柱痕の認められるものもある。炉は径 1m の石 i型炉で、炉内が強く火熱を受け

て赤変している。床は平坦で堅い。 3-II'匝号は 3-I号の南側へ移動して構築され、 1回の拡

張を行ってし、る。
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周溝は南斜面であるために南側は検出されず、規模は不明である。しかし、東側は途切れ、出入口

施設の存在が考えられる。!縞20cm、深さ 10~58cmである。ピットは多数検出されたが、主柱穴は P

5~P8 の 4 個である。諏I り方は径30~'50cm、深さ 34~74cmで、径20~25cmの柱痕の認められるも

のもある。炉は長軸1.2m、短軸80cmの地床炉で、炉内は強く火熱を受けて赤変している。床はロ

ーム面を床面とするが、南斜面のために北側がローム面、南側は黒色二七を床聞としたと考えられる。

北側のローム床面は平坦で院し、口

出土遺物

土器(第62図153 ・ 154、第63図173~182)

153は 3-1号ーの}末面、 154は 3 1号のピットより出土した。し、ずれも菱形土器で、 154には沈

線が巡る。 地文はし R単節斜縄文(横位回転)である。他に聾形土器、鉢形土器の破片が出土して

いる。

酒器(第65図60、第67悶76~78)

60は独鈷石で、両頭部が欠損する。 76は石間ーの破片、 77・78はくぼみ石である 0

4号住居跡 (1~ N) (第59凶)

調査区南側で、検出された。

4本の周溝が検出され、 31一司の注て替えを行っている。 4-1号は周溝が径 9.1mのほぼ円形を

皇し、!幅20cm、深さ 6~26cmで、北西部が途切れ、出入口施設の存在が考えられる。ピットは多数

検出されたが、主柱穴はP1~P4 の 41間である。掘り方は径25~50cm、深さ47~67cmで、径30cm

の柱痕の認められるものもある口炉は径1.1mの地床炉で、炉内が強く火熱を受けて赤変し、 1個

の礁が付設する。床は平坦で堅い。 4-1I.聾号は 4-1号の西側へ移動する。周溝は 4-II号が

長軸12m、短軸10mの楕円形を呈し、幅20cm、深さ 4~55cmである。 4 一回号は長軸13m 、短軸11

mの楕円形を皇し、幅20cm、深さ 4~39crnで、いずれも北東側が途切れ、出入口施設の存在が考え

られる。 北西部と南東部は風倒木のために検出されなL、。ピットは多数検出されたが、主柱穴は4

個である。 P5~P7 と東側にも存在するが、北東側の柱穴は位置からして 4-N号の炉の下にあ

ると考えられるが確認していない。掘り方は筏70~80cm、深さ 87~90cmで、径50cmの柱痕の認めら

れるものもある。炉は径1.4mの石囲炉で中央部がくぼみ、炉内は強く火熱を受けて赤変してし、る。

床は平担で堅い。 4-N号は 4-II.rn号の東側へ移動する。周溝は径11mのほぼ円形を呈し、幅

20cm、深さ 5~23cmで北東側が途切れ、出入口施設の存在が考えられる。ピットは多数検出された

が、主柱穴は4個である。 P8 ~ P 10と東側にも存在すると考えられるが、柱穴は風倒木により検

出できなかった。掘り方は径40~60cm、深さ 29~53cmである。炉は数個の瞭は残ってし、ないが径90

cmの石囲炉で、炉内が強く火熱を受けて赤変している。床は平坦で竪L、。

出土遺物

土器(第62図155、第64図183~193)
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155は P8より出土した査形土器で、ある。脱毛白調整後にLR単節斜縄文(横位回転)を施す。頚

部と璃部に 2条の平行沈線を巡らし、平行沈線開に長さ 1~ 2cmの列点文を施す。縦位の 3条の平

行沈線開にも 2条の長さ 1~ 2cmの列点文が施され、頚部と属部の平行沈線と連絡する。 6単位で

ある。日韓部にも縄文が施され、内外面に 1条の沈線が巡る。胎土に小石粒が多く混入する。他に

民

主

主

。
、」シ

I期

V-VlI期

。 5m 

護形土器、鉢形土器、高j不形土器の脚部、査形土器

の破片が出土している。

石器(第66図61~67、第67図79 ・ 80)

61~65は石鎮で、 61~64は有茎、 65は無茎である。

66はへラ;!犬右器、 67は磨製右斧である。 79. 80は磨

石である口
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楠木跡(第215・216悶)

調査区中央部で、 4軒の住居跡を間むように検出された口北側は集石遺構、東側に土拡墓、土器

棺墓の区域が位置し、南・西側は台地縁辺部である。

楠木跡は、径20~30cm、深さ 30~60cmのピットが連結するように認められ、柱列をなしていたと

考えられる。本柵木跡は 3本検出され、内側のものは長軸61m、短軸47mの構円形を監し、全周す

る。中間のものは長軸64m、短軸50mの楕円形を呈し、検出されない部分もあり、南西部は内側の

柵木跡と併用されると考えられる。雨柵木跡は平行するように巡り、 1・2号住居跡と重復する。

また、数ケ所途切れる笛所があり、出入口施設の存在が考えられ、特に北西部は約1.5m途切れ、

外側に平行してピット列が検出された。外側のものは南東部のみの検出で、南側は未調査のために

不明である。また、南西部で内側の柵木跡に直交するように溝状(ピットあり)の遺構が認められ

たが、本十IIfr木跡とi司ーのものかは判然としない。

出土遺物

土器(第68図194• 195) 

内側の冊木跡より出土した。 194は小形の鉢形土器である。体部から口縁部にかけてほぼ直線的

に斜め上方に立ち上がる器形、変形工字文が施される。 195は小形の壷形土器で、無文である。

平童家

土器搭墓(第69~71図)

調査区南側で検出された。

第68図遺構内出土石器

194リ 95 柵木跡

。 10cID 

25基検出され、土拡墓のIR域及びその周辺で、特に規則性はみられない。土拡墓と重復するもの

はなく、 39・40ザは縄文時代中期末の22号任届跡と長復する。土器結は査形土器と護形土器の 2種

類認められ、 2・4・5・8・9・10・21・26・30号には蓋が伴う。口縁部や胴上部が欠損するもの

もみられ、畑の耕作などにより蓋が削除されたものもあると考えられる。蓋は蓋形土器、鉢形土器

整形土器で、 26号は偏平な白然、石を用いている。 4号は一回り大きな護形土器を覆い被せている。

39号は牽形土器の中に整形土器が入っていた。底部穿孔のあるものとないものがある。

出土遺物(第72~79図 196~230)

土器棺は壷形土器、整形土器の 2種類があり、表形土法が多い。

査形土需は口縁部が外反し、肩部の張る器形である。 197• 206 • 220 • 221は頚部に平行沈線及び

93 



平行沈線開に列点文を施すものである。197・220・221は刷毛日調整後にLR単節斜縄文(縦・斜位

回転)を施し、同j毛 iモi調整痕は内面にもみられる。底部穿子しである。 206は口径22.2cm、器高46.8cm

胴部最大径45.7cmである。比較的庸部の張る賠形で、地文はLR単節斜縄文(縦・斜位回転)であ

る。底部穿孔でない。 198は口縁部が欠損し、胴部最大径37.8cmである。頚部と肩部に平行沈線、を

巡らすものである。地文はLR単節斜縄文(縦・斜位回転)で、肩部は謄消しされてし、る。底部穿

孔でない。 213・222・225・226は頚部と肩部の平行沈線開に縦位の平行沈線が連絡するものである。

222は口径24.2cm、器高42.8cm、胴部最大径39.5cmである。 6単位構成で、刷毛目調整後に LR単節斜

縄文(縦・斜{立回転)を施し、肩部にも地文がみられる。崩u毛目調整痕は内部にもみられる。底部穿孔

である。213は 5単位、225は 4単位、226は 6単位で、地文LR単節斜縄文(縦・斜位回転)で、肩部は磨

消しされている。底部穿孔である。 217・229.230は頚部と屑部の平行沈線開に文様を施すものである0

217は口径24cm、器高50.6cm、腕部最大径49.2cmである。 rXJ字状文と円文を沈線で区画し、周辺を磨

消しするもので、 8単位である。地文はLR単節斜縄文(縦・斜位回転)である。腕下部に補修孔が認

められ、 28孔が列をなしている。底部穿孔でなL、。 229は口径20.8cm、推定器高52.6cm、腕部最大窪

48.2cmで、ある。平行沈線の中に列点文を施し、肩部に鋸盤状文を施す。口縁部内閣に3本1組の縦位沈

線がみられ 4単位である。地文はなく、器聞は良く磨かれている。腕下部の割れ口をアスフアルトで補

修している。底部穿孔でない。 230は口縁部を欠損し、胴部最大径43.9cmで、ある。鋸歯状文が2列に施

され、その間が磨消しされている。地文はLR単節斜縄文(縦@斜位回転)である。底部穿孔でない。

204・208・210・212は地文がなく、胎土が精選され、小石粒がほとんどなく砂粒が多く含まれ、焼成良

仔で器聞に光沢がみられるものである O 色調は210を除いて燈黄色で、所々に黒斑がみられる。 204は

口径25.2cm、器高50cm、胴部最大径44.2cmで、ある。頚部と肩部に 3条の平行沈線が巡り、口唇音[)には刻

み目を施 L-，.4単位である。服部に i幅2~3mmで2本 1組の網目状の痕跡が観察され、寵目と思われる。

鼠部穿孔でない。 208は口径25.5cm、器高48.6cm、嗣部最大径48.3cmである。頚部と肩部に平行沈

線が巡り、これらに縦位の平行沈線、が連絡する。頭部の平行沈線の下方には京IJ突文が施される。胴

下半の割れ μをアスブアノしトで補修している。底部穿子しである。 210は口怪20.2cm、器高33.2cm、

胴部最大径35cmである。頭部に平行沈線及び列点文が巡り、色調は黒褐色を呈する。)底部穿孔でな

し、。 212は口佳24.3cm、器商47cm、桝141)最大任45cmである。肩掃に平行沈繰を巡らし、平行沈線の

間に京IJ突文を施す。京IJ突文の中には条がみられ、昂u毛目工具によるものと思われる。肩部の平行沈

線に縦位の平行沈線が連絡され、 6単位である。これらの平行沈線の周囲には刷毛日調整痕が残り

他は磨消しされている。底部穿孔でない。 202・216・227は無文のものである。 202は口径22.7cm、

器高45.4cm、服部最大径38.6cmである。胎土に小石粒が多く混入し、器国に露出している。底部穿

孔で、ない。 216・227は簿手で、胎土に砂粒が多く混入する。底部穿子しである。 218・221は下半分で

ある。
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第 2層黄灰白色粘土lζ褐色土混入

31.30m 

5号土器棺墓

暗褐色土、炭化物徴量混入 第 l層暗褐色土、黄褐色土少量混入
褐色土、暗褐色土・炭化物混入
暗黄褐色土、黄樫色粘土ブロ
黄褐色土

-31.4Um 

-31.40m 

第 1層暗褐色土、炭化物混入

第 l層暗黄灰白色土。 50cm 

第69図土器棺墓
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第 1属 暗黄褐1色土、褐飽土混入

20号土器棺墓

13号土器棺墓

第 1層培褐色土
暗黄褐色土
黄褐色土、黒色土混入

31.50m 

18号土器棺墓
22号土器棺墓 31.60m

第 l層暗褐色土、
炭化物微量@
黄色粘土小ブロック混入

第 2層暗黄褐色土/

-31.50m 21号土器相墓

2 
~ 

黒褐色土、黄褐色粘土小ブロック混入 ¥._¥._，ゲ 第 l層
暗黄褐色土 、---第l層 培褐色土、炭化物@ローム粒子混入

第 2層 掲色土、ローム粒子混入

25号土器持基

23号土器棺墓 -31.60m 
第 1層階黄褐色土
第2層褐色土

暗褐色土、炭化物@黄櫨色粘土ブロック混入
褐色土

第70図土器培墓
。
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第 2層

-31.70m 

第 l層 階褐色土、ローム粒子混入

-31.60m 

褐色土、ローム粒子多量混入
暗同色土、炭イU防・ローム粒子混入 第 2J習
黄褐色土
Hft褐色土、炭化物・ロー.L4立子混入

-31.7~工

31.70m 

暗黄褐色土、炭化物・
ローム粒子混入

31号土器棺墓

-31.60m 

第 l層褐色土、ローム粒子・
炭化物混入

第 l層 暗褐色土、ローム粒子多量混入

30.90m 

一、豆5
第 1層培褐色土
第 2層 暗褐色土、白邑ロームブロック混入

第 l層暗褐色土

第71図土器棺墓
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第 l層 暗褐色土、炭化物混入
第 2層褐色土
第 3層暗褐色土

。

31.40m 

50cm 



196 

第72図土器棺

98 

196 • 197 2 
198 3 
199・200 4 

、'199

20cm 
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v 
¥〆
、ことd' 216 

216 22号土器棺
217 23号土器棺
218 25号土器棺
219 • 220 26号土器棺

第76図土器棺
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219 



224 

221 27号土器棺
222 28号土器結
223 29号土器結
224 • 225 30号土器棺

第77図土器棺
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226 228 、ョd

229 

226 31号土器棺

227 36号土器棺

228・229 39号土器棺

第78図土器棺
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第79図土器棺

方節している。

土壇墓(第86~93鴎)

230 40号土器棺

護形土誌は 228を除いては地文のみのも

のである。仁1 縁吉I~ がエj刊誌のものと波状をな

すものがある。 地文はLR単節斜縄文(縦

・斜位凶転)である。波状口縁のものは口

縁部を磨消しするが、平縁口縁のものは口

縁上部又は口唇 tH~ に地文を残す。 200 ・ 211

は底部穿孔である。 228は刷j毛日調整後に

LR 単節斜縄文(縦佐川転j を施し、強 rfl~

に 3条の平行沈線が巡る。

蓋及び合口は蓑形土器、鉢Jf-1土忠、偏平

な自然石を用いている。鉢形土器は1=1縁tm

に平行沈線を施すものが多L、。護形土22は

214が賄Uf;1ヨ調整、 207が頚部に列点文を施

す。 199は口縁部が無文部:で仁i 唇 ri[~ に地文を

調査区南側で検出された。楠木跡の東側で、仁1=1・夕、ト側の柵木跡と重復するものもある。

51基検出され、長軸30m、短紺120mの楕円形を呈する範囲で、長軸は南東@北西方向である。土

拡暮全体の配置は 2列に配され、中央には検出されない。形態は小判形、楕円形、長方形、隅丸長

方形を呈するもので、小判形をなすものが多い。規模は長軌の長さが最長のものが 204cm、最程の

ものが95cm で、 100~150cmの範囲に入るものが多レ。長軸方向はN 108 oW~N790 Eの範囲で、北

一東の範囲に入るものが若干多L、。重復については明確に切り合い関係を把握できるものはなかっ

た。副葬品は224号よりづ、玉、 258号より玉、管玉、勾玉が出土した。 227号よりベンガラが検出さ

れ、長l~lhは東西方向で、検出位置は!高額1]で‘ある。
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土拡 覧表
規模 (cm)

平面形 断面形
土拡墓

出 土 遺 物番号
長軸方向長紬 短軸 深さ

130 69 12 楕円形 ② 

2 56 46 8楕円形 ② 

3 75 55 17 楕円形 ② 

4 102 66 11 楕円形 ② 
①六~一

5 98 70 20 小判形 ② 

6 98 70 16 楕円形 ② 第104図263、縄文中期末
①¥一一/

7 98 15 円 耳三 ② ③工J
8 82 71 21 楕円形 ② 

④L___f 

9 98 83 8楕円形 ② 

10 105 80 20 楕円形 ① ⑤u 
11 80 40 円 売3 ④ 第104図264.265、縄文中期末

⑥U 
12 116 96 10 楕円形 ② 

13 48 51 円 賢三 ⑨ 第110図100(磨石) . 101 (くぼみ石)
⑦u 

14 60 45 43 楕円形 ⑨ 第108図81(石錐)

15 68 18 円 背5 ① ⑧V 
16 74 37 円 河三 ④ 第104図266-268、縄文中期末

17 87 21 円 背3 ② 第104図269.270、縄文中期末 ⑨v 
18 95 54 15 楕円形 ② 

⑩li 
19 69 10 円 形 ② 

20 96 85 52 楕円形 ⑬ 第104~271 • 272、縄文中期末
⑪li 

21 116 100 25 楕円形 ② 第104図273、縄文中期末

22 80 65 20 楕円形 ② ⑫日
23 84 73 7楕円形 ② 

24 83 56 9不整形 ② 

25 98 自 37 楕円形 ⑩ 第104図274、縄文

26 170 120 22 楕円形 ② 

りιJ吋e 的 円ムrムE 円 j 正1/ノ ① 

28 95 10 円 耳ラ @ 第104図275、弥生

29 98 6内 耳ラ ② 

30 94 12 円 売3 ② 

31 140 127 30 楕円形 ② 

32 80 70 20 楕円形 ④ 

33 94 72 16 楕円形 ② 

34 80 23 円 売5 ① 

35 65 15 円 耳三 ② 
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縦割〈岨〉
平孤島 断爺~

土壇 車
出 土 通 物番号

長軸方向
民軸錨軸探さ

36 122 m 15小判形 @ 

37 113 a 円 形 @ 

38 159 国 40 小判形 @ 

39 73 8肉 形 @ 

40 t泊 曲 10柵 円形 @ 

41 116 13円 耳語 @ 

42 125 8問 形 @ 

43 96 13阿 ~ @ 

44 102 23 円 形 @ 

45 49 25 円 影 @ 

46 曲 21 円 車 @ 

47 g倒 S帥 12方 司品 @ lI!l倒1!IIZ16、弥生

48 118 曲 23 構伺.~ ② 車問潤231.Jftll制限訂7.弾車

49 舶 12 111'1、 判底 @ 

却 146 z9 ~I 1> @ 第1制随訂8、縄文中期末

51 147 lZ1 制 構内 畢 @ 

52 115 押 8術円野 @ 第1刷図2司、弥生

53 173 66 15長円臨 @ 

制 112 曲 8 柵阿 ~ @ 

ss 114 110 2s 京 銀 )f; ① lI!l倒邸調。、体生

時 1訂 128 28織内野 @ 

67 田 67 17不 I!Jt> @ 

時 148 初円 1臨 @ 

69 田 曲 13縄問Jt> @ 

曲 柑 10問 昨 @ 2刷制図281.弥生

61 曲 初円 臨 @ 

62 153 1泊 3011宮内Jt> @ 

63 1制 29刊 E @ 

制 191 l回 時術円酷 @ 軍2佃悶232・233.謂l倒翻拍2、勢挫

6s 110 74 柏崎円 酷 @ ll!lO吟簡略3.縄文中期来、isI10捌102(膚石〉

66 前 76 28楠円形 @ 

67 80 23円 I! @ 車105臨時←昌弘弥生

68 94 8円 車 @ 期l面閉286・閣に縄文中期末

明 62 13伺 青島 @ 

70 130 115 12楠 刊躍 @ 

-107-



規模 (cm) 土土広墓
番号 平面形 断面形 出 土 j意 物
長軸 短軸 深さ 長軸方向

71 136 123 21 楕円形 ② 第100図234

72 96 9円 形 ② 

73 93 72 10 楕円形 ② 

74 68 26 円 耳ラ ⑬ 

75 146 98 43 小半IJ 形 ② 

76 128 112 6楕円形 ② 

77 2却 153 49 不整形 ② 第100図235、第105[gj288~291、縄文後期初頭

78 135 96 円 売三 ③ 第105図292、縄文後期初頭、第108図82(石匙)

79 130 110 35 楕円形 ① 第105図293~295、縄文後期初頭

80 103 92 32 楕円形 ② 

81 97 67 11 楕円形 ② 

82 120 102 82 不整形 ⑬ 第100 ・ 101関236~238、第105図296、縄文、第108図83C百勝

83 112 98 38 楕円形 ② 

84 118 98 59 不整形 ⑮ 第108園84(磨製石斧)、 85(へラ状石器)

85 142 135 50 楕円形 ④ 

86 128 98 28 不整形 ② 第105圏297~300、縄文後期初頭、第108図86 (掻器)

87 142 67 8 "1，判形 ② 

88 114 82 7楕円形 ① 

89 156 105 28 楕円形 ② 

90 76 105 円 万三 ⑪ 

91 79 69 72 楕円形 ⑦ 

92 100 68 24 楕円形 ② 

93 150 126 3楕円形 ② 

94 66 50 7楕円形 ② 

95 152 140 7楕円形 ② 

96 90 6円 H三 ② 

97 140 115 15 楕円形 ② 空H室ヨ1ム08町"主]8ワt f 、、八‘ 弓/、r!UやUZL」5u5u1j 

98 127 90 72 不整形 ⑧ 第101図239.240、第105図301、縄文後期初頭

99 88 70 27 不整形 ② 

100 93 75 18 不整形 ② 

101 95 85 43 楕円形 ③ 

102 45 5円 売3 ① 

103 218 188 65 不整形 ① 第106図302.303、縄文後期初頭

104 112 60円 形 ⑩ 第101図241、第106図304・305、縄文後期初頭

105 176 128 50 楕円形 ② 第106図306~308、縄文後期初頭、第108図88 (石匙)

108 



規模 (cm) 土拡墓
番号 平面形 断面形 出 土 遺 物
長軸 短紬 深さ 長紬方向

106 156 79 円 JT~ ⑩ 

107 133 123 30 楕円形 ② 第106図309、縄文後期初頭、第108図的(掻器)

108 70 60 7楕円形 ② 

109 145 20 円 売5 ④ 第106図310、縄文後期初頭

110 64 10円 背5 ② 

111 117 66 27 小判形 ② 

112 130 31 円 売三 ② 

113 129 21 円 形 ② 第106図311、縄文後期初頭、第108図90(麗製石斧)

114 93 29 円 背5 ③ 

115 100 8円 売3 ② 

116 88 40 円 ID ④ 

117 123 111 57 楕円形 ⑮ 第106図312、縄文後期初頭

118 208 105 7不整形 ② 

119 60 43 円 耳ラ @ 

120 55 45 11 楕円形 ② 

121 130 110 20 楕円形 ② 

122 80 53 42 楕円形 ⑨ 

123 98 84 19 楕円形 ② 

124 65 55 37 楕円形 ② 

125 85 16 円 形 ① 

126 115 78 30 小判形 ② 

127 130 73 20 小判形 ② 

128 112 68 22 小半IJ 形 ② 

129 77 31 円 背5 ③ 

130 145 91 28 不整形 ② 

131 150 90 30 楕円形 ② 

132 120 r:)d_ 18 小判形 (2) トT520E 

133 98 46 12 小半IJ 形 ② N540W 

134 118 46 16 小判形 ② N72
0

W 

135 120 105 47 不整形 ⑩ 

136 168 125 85 不整形 ⑩ 

137 135 79 22 長方形 ② N 6
0

E 

138 155 113 円 耳三 ⑪ 第106図313.314、縄文後期初頭

139 128 23 不整形 ② N56
0

E 第106図315、縄文後期初頭

140 88 15 円 形 ② 第106図316'317、縄文後期初頭
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番号
続慎 〈咽〉

平面形 新耐串
土鉱轟

出 土 遣 駒
長軸録柚 t事さ 長e配方向

141 105 80 12楕 円 形 @ 

142 110 部 121 '1' 1判l形 @ N17・w

143 113 回 革 本 聾形 @ 

144 1∞ 帥 19楠円I!i @ 軍110鴎l曲〈石邸〉

145 78 70 14万 形 @ 

146 78 帥 制 楕 円 形 @ 

147 141 調 肉 形 @ 第101鴎剖2・剖3.弥生

l崎 l却 50 12不 聾形 @ 

149 78 54 14楊 円 形 @ 

150 1帥 13方 形 @ 

151 90 25 同 形 @ 

152 118 25問 昨 @ 官薦問潤318.縄文桂期初頒

153 国 8円 島 @ 

l臼 1咽 89 10小 判雌 @ 

155 I哨 91 22 初 円形 @ 

156 87 83 12楕円形 @ 

157 144 捕 26 術 円形 @ 都102防剖4・245、縄文後期初麟

158 173 128 初 構 内形 @ 揮108凶91(槽製石斧〉

169 107 百 ぉ'1'、 別j 形 @ 

160 83 開 内 形 ⑪ 第102働 46

161 71 2()円 形 @ 

162 132 20開 形 @ 

163 144 12事 88 楕円 M @ 第102凶247'248、縄文後期初級

t制 143 l曲 '$1楕 円I!i @ 第1師鴎319、弥生

l部 110 55 8長方形 @ 

166 柚 17円 I!i @ 

167 l冊 臨 3s隅丸方臨 @ 

l悌 1倒 74 9術内 野 @ 

169 制 曲 18楠円形 @ 

げ0 142 情 詑 楕同形 @ 事1()6関92・田 〈石融J・制(石匙)

171 126 明 3G本 聾I!i @ 

172 同 10拘 影 @ 掃1崎図320、弥生

円3 81 48 円 影 @ 

174 l開 師 10小判 形 @ N19・E

175 139 柑 12小判形 @ NS2・E
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規模 (cm) 土土広墓
番号 平面形 断面形

長軸方向
出 土 j童 物

長軸 短軸 深さ

176 109 67 48 不整形 ② 

177 150 118 33 楕円形 ② N35
0 

E 第106図321、弥生

178 138 107 34 楕円形 ② N15
0 

E 第106関322、弥生

179 134 70 26 小判形 ② N 8
0

E 

180 122 22 円 耳ラ @ 

181 180 98 33 小半IJ 形 @ N47
0

E 第106鴎323、弥生

182 114 123 17 小判形 ② N35
0 

E 第106図324、弥生

183 98 58 12 小判形 ② N 4 oE 

184 128 63 25 小判形 ⑨ N64
0

E 

185 145 81 25 楕円形 ② N18
0 

E 

186 154 81 17 小判形 ② N35
0 

E 

187 145 84 15 楕円形 ② N18
0 

E 

188 160 77 12 不整形 ② 

189 132 74 5不整形 @ 

190 85 58 9小判形 ① 

191 84 41 10 楕円形 ② 

192 145 76 16 小判形 ② N36
0

E 

193 145 111 27 IJ¥ 判形 ② N41
0 

E 

194 120 65 28 小判形 ② N52
0 

E 

195 135 74 20 IJ¥ 判形 ② N13
0 

E 

196 98 86 10 隅丸方形 ② 

197 128 105 21 不整形 ② 

198 148 68 9 小 ~~IJ 形 ② N33
0 

E 

199 111 65 14 小判形 ② N 5
0

W 

200 108 100 16 楕円形 o 
201 119 83 19 小判形 ② N51

0 

E 第106図325、弥生

202 138 66 1つ小平せ形 l2i ]¥] A ow 

203 109 84 8楕円形 ② 

204 204 105 8不整形 ② N53
0 

E 

205 96 75 8楕円形 ③ 

206 116 78 21 IJ¥ 半IJ 形 ② N34
0 

E 

207 102 70 104 隅丸長方形 ② N52
0 

E 

208 100 70 26 小判形 ② N35
0

E 

209 128 50 7隅丸長方形 ② 

210 117 68 11 隅丸長方形 ② 

噌
B
t
A

4
E
E
A
 

4
E
E
A
 



燥機 t岨} 土)l!;1I
番号 平面形 断面3形

民軸方向
出 土 i車 物

長軸縦軸深さ

211 125 神 101'1、やIJti @ N33・w
212 121 73 13柿同形 @ 

213 輔 22同 1臨 @ 軍106惚326.弥生

214 1;4 開 141'1、やl形 @ N39・E
215 120 83 13小判酔 @ NSS・E
216 12S 1帥 2s小判 m @ N4・w
217 153 IOZ 13小判'" @ N65・E 第10叫盟327.弥生
218 l時 113 15小和IJ113 @ N20・E
219 1凶 101 20小 判串 @ N29・E
220 116 72 指摘丸長方形 @ N51・E
221 112 70 12小判形 @ N拍'W

222 91 78 10捕円形 @ 

223 95 52 22小判車 @ NI7・E
2担 125 46 M 小判 fl @ N2S・E 調卸7翻 1(小主〉
22!ち 3拍 76 18情円形 @ Nぉ'E

226 122 開 13小判酷 @ N41.E 

宜27 114 時 12隅丸長方形 @ NI岨'W

228 101 64 7小やl陪 @ N29'E 

229 140 112 37 繍円形 @ 

τ抽 204 l開 指摘円形 @ 

231 207 81 1811、判形 @ NI4・w
232 80 7耳 9不 晦 I醇 @ 軍10叙1249‘弥生

笥3 1抽 112 拍車 聾 形 @ N3S・w
2制 138 1師 10草 鍍形 @ N22・w
235 124 95 23 楕円形 @ 

236 85 43 同 形 @ 

231 83 甘 8輔円串 @ 

2措 102 63 お 'ト判 I~ @ N22・w
239 148 111 16不 聾 If> @ N45・w 第107図混乱弥生
240 110 62 8楕円昨 @ 

241 140 110 10揖刊車 @ 

242 216 163 舘 補円 単 @ 

243 3蝿 91 26 楕円Jt> @ 

244 75 52 刊 j臨 ⑥ 

245 45 36 問 JIj @ 
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緩慢 〈圃〉 t広 島
書号 平副車 “ì~ 民軸方向 出 土 轟 明
民軸瞳軸深$

2'6 113 102 帽川 忠 ⑩ 

2.7 67 55 術 ~l 形 @ 

2胡 '3 円 車 @ 

2‘' 回 l司 司品 @ 

お@ '国 剖 帽 円~ @ 

笥1 踊 10 間 拘 阿Il @ 

2$2 国 制 8舗 内畢 @ 

2日 (6 18問 魅 @ 

2制 112 28阿 JI;I @ 

2開 92 78 1&柵 1'1 J惇 @ 第10繍 32色体!E.11'1110関1刷 tくぼみ.6】

2開 12" 明 27柵円形 @ 

251 蝿 16円 量生 @ 

お8 1却 時 3・平 睡 眠 @ NI6・E|考人.亙EW臨 . ;・耳r田 Z

型困 鴨 制 H 鱒 内 o @ 
損。 120 25円 o @ 

部l 147 1詔 剖 暢 阿慰 @ 

指書 133 118 n惰 内形 @ 第10潤 お0・おし 附

踊4 同 1611'1 量出 @ 第10禰 331、都'1l

部4 102 剖円 串 @ 

踊る 150 31刊 ~ @ 串間閣総句お4.蝿宜撞期間踊.JIl同組制緩輔】

お調6 16 18円 蝉 @ 

宮町 1揖 '揖 剖 幅 内.tJ @ 

割誕S 蝿 曲 日 構 内畢 @ 

調。 時 時 判 繍 円'" @ 

宮町 233 180 剖 本 . 思 @ .，国間前 f石・》

211 時 担問 理主 @ 

272 132 61 46 "、判魁 @ 捕時間話2 ・ 2臥1i" ~

273 135 1個 岨 。句1'1Rl ⑩ 

幻‘ 3制 l帥 .9 病問 陪 @ 期1四回蝿 tへ，状石踊〉

幻S 2砧 11。H革 蝿 JI;I @ 
216 110 蝿 輔 円 ~ @ 

旬官 125 115 国 帽 円鯵 @ 

r時 1国 l高 町 情 門限 @ 

官時 226 118 p， .tJ @ 薄田潤個{廟制u挿》

宮崎 111 88 311111刊思 @ 
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線績 ((0) 土峨 葺
番号 平弱形 断面形

長抽方向
出 土 壇 物

民軸 短軸 認さ

281 122 72 円 '畠 @ 第l開閉おS・お6、縄文桂lII!lIJ頒

282 134 l刷 暗 情 伺影 @ 

283 58 40 問 車 @ 

2嗣 l曲 l咽 65 何E何11> ⑩ 

2酷 174 148 30 不 盤 車 @ 

2師 59 46 33 情 円単 @ 

2前 叩 33 円 11> @ 

2曲 175 84 円 形 @ 

2曲 制 咽 31 術 開JI> @ 

2柿 182 87 円 M @ 

291 制 調 H 楕 円車 @ 

卸2 213 129 内 形 ⑩ 

富姐 123 55 円 官品 @ 

蹄‘ 148 制 内 形 @ 

型晶 l日 133 117 楕円昨 @ 

世田 1時 144 1倒 輔円Jf~ @ 第1府間337・3帯、 縄文中期家

297 2同 1明 Iq '臨 @ 第lα3図昌弘第叩7殴S却、縄文雄期初頒

担割B 100 明 内 M @ 

型商 不明 不明 部 不 明 @ 

禦lO 88 30 内 昨 @ lI!l仰箇抑止 縄文申期末

却1 185 1拍 48 楕円形 @ 

拍2 220 175 30帽同形 @ 

3ω 116 90 67 摘 円~ @ 

却4 144 l泊 加 楕円形 @ 

305 I諦 栂 却 不 堕 形 @ 

買お 155 140 81 楕円形 @ |事11 1語、?13鰭~I ・ 3仏 、.

加? Il総 12A 剖 情円形 @ 

却8 218 1鵠 曲 捕円 形 @ 

309 143 1叫 52 繊同 事 @ 

310 165 52 打不 盤昨 φ 

311 1開 田 11楕円陪 @ 
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6号土I広

-31.40m 

- 31.40m 

8号土拡7 J号土I広一γィフwア
11奇補色土
黄補色土
時黄色土

第 l層
第 211場
第 3層 黒褐色土

黄褐色土
111干褐色土

第 l層
第2隠
第 3層

第l層 赤褐色土、炭化物・焼土少量混入
第2層階掲色士
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10号土i広

~よ~
第 l層 暗掲色土(赤みがかっている)
第2層黄褐色土

- 31.70m 

し斗
第l層 I!音褐色土、炭化物混入
第2層 黄褐色土、ローム粒・ロームフーロック混入

- 31.50m 

ーミ129
第 1層 Il音褐自土
第2層黄褐色土

ゑ〆と一~、、¥ 

つつ(C、
、、~一♂イf予~，' 2お5号土t拡広

-31.70m J4'L 1 A 

¥ノ 2____/ 
"-..:;:ここニニ::..---3 

第1層 H音補色土、炭化物混入
第2層 H青補色土、炭化物・ローム粒混入
第3層黒褐色土、炭化物多量混入
第4層構E土、ローム粒子混入

2¥1 1 立T

1m 

補色土、ローム粒子多量混入
時褐色土、炭化物混入。

土拡
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d
 

第80図



、I2J
第1層 黒褐色土、炭化物・ローム粒子混入

第2層 111*褐色土、ローム粒子混入

、法ι__o;
第 1I首 H音褐色土、炭化物混入
第2層 褐色土、ローム粒子混入 -31.5οm 

、一--d!z;Et暗号fMit車うん混

間土t広

2、企こブ
第 l層 暗褐色土、炭化物混入
第2層褐色土
第 3層 黄褐色土、ローム粒子混入

-31.50m 

~午~
第i層 階褐色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層階褐色土
第3層黒褐色土、炭化物混入
第4層 時黄褐色土、ローム・ロームブロック混入
第5層階褐色土、ロ}ム粒子混入

時ふ

-31.70m に主~
第11害 時褐色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 黄褐色土、ローム粒子混入
第3'者掲色土.炭化物混入

37号土拡

31.50m 

ャイ 2
第1層 H音褐色土、炭{ヒ物混入
第2層 褐色土、ローム粒子混入
第3層黄色粘土
第4層 H音褐色土、ローム粒子混入
第51吾 黒崎掲色土、炭化物多量混入

務/ぺ~\

~(O)-
¥~一一__.y 46号土t也

氏~ア
第1/弱黒掲色土、炭化物混入
第2陪j 黒lI ì~:褐色土、炭化物混入・ローム粒子混入
第3/;長 11ft補色土
第H日 黄褐色土、ロームブロック混入
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第81図

41号土上広

- 31.70m 

¥1 U1J3 
第1R予 防掲白土、炭化物・ローム粒子混入
第21言 lIit褐色士、ローム杓子混入
第:)/首黄補色土



今J
第l層黒掲在土、炭化物混入
第2層 黒H官補色士、ローム杓子・炭化物多註混入
第3，脅 黄掲色士、ローム純子多量混入

- 31. 10m 

nff褐色士、炭化物・ローム粒子混入第 1N手

-31.20m 

ド一一ー大一一:
第l層 i清掃色土
第2層 黄褐色土、粘土多量混入
第 3層 11音補色土、炭化物少量混入
第4層 n音褐色土、炭化物多量混入
第 5層 黄褐色土、ローム粒子多読混入

j二上位、

- 31.50m 

2ル」一~
lI(f掲忠 士、炭化物m~人
ロームブfロック
長褐色 f二、ローム粒子混入
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第82図

Ili'f補色土、ローム粒子-炭化物混入
l清掃也土、炭化物混入
褐色土、ローム杓子多量混入
黄褐色土、ローム粒子混入
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31.20m 

;=j"""""""_ 1 ./" 
第四 11調色土、炭化物少量混入 \~ー--f ~1 ノ n ¥ J ， / 
第2層褐色土、ローム塊混入 ¥ 3 f4γ ¥ζV 3 /1久仁/
第1府陥褐色土、ローム粒混入 ¥一一一_L_:.-ノ ¥エて ~/ ----
第4岡崎渇色土、ローム粒塊少量混入 第l層崎広高?-:-~t~ÞÆ;ft人。~\_-一刀之アて二ノ

川崎在、よごれた耕一ム附浪人削あり 父てきす三三二ユτ子:士一 一

第3層 i明色土、よごれた補色ロームJ;iig;量浪人、れわしている .....__よ~一一一 第i層 11調色土刷あり
第」前 11白褐色土、黒褐色土成!・褐色ロームI定歩々混入 第2層階褐色土、褐色ローム堤少量混入

第3層 lIit掲邑土、炭化物少量混入
第4層 1I官補白土、私ittあり
第5層 階褐色土、焼土・!長・炭化物多量混入
第6層階褐色士、褐告ローム塊少量混入

ア --~-
~"\ト\ーて-:::/79号 U広 \一七~. 80号土信

号土上広 ~~ィシ 1 ._j '.1 1.>'11..-l. --.....f 

31.70m 

-31.70m~ 円一一戸--r一一
¥ 6'"リ~大 4 I 
'\.7~上_2_ーム/
第i肘黒褐色土
第2雨時褐色土、粘性品1)
第3層 11官補色土、炭化物世註混入
第4層 l情褐色土、溺色ローム粒i史浪人
第5層 階補色土、炭化物少量浪人粘性あり
第6層 11斉摘色土、炭化物・焼土粒中長浪人
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可E三ア
者{111X1 1け品白土、ローム
第2I，;~; If(i:b'[褐色土、ローム粒子多iIi混入
第3I，;~; 11(;字国色 t、炭化物・ローム粒子混入

31.00m 

位当

70号土士広

- 30.80m 

一¥一一一__..LこLノ「第Pli黒也土、焼土・炭化物・ローム粒子多量混入
第2層 黒也土、焼土・炭{七物・ローム粒子・ブロック多量混入

寸三三ヨ
第1層 黒色土、炭化物混入
第21討 !清掃色土、炭化物混入

- 31.20m 

ν\~2~ 
第i層階褐色土、炭化物世量浪人 "-...._ 3 J 

5_/佐堅持問色ローム糊臥第l層附色土焼土粒炭化物合註浪人
第4層階褐色土、補自ローム粒子多量浪人 第2層時褐色土、炭化物少量浪人
第5層階褐色土、炭化物と補色ローム粒子少量i巨人 第 3 摺 II~褐色土
第6層階褐色土、褐色ローム粒塊少量浪人
第7層階褐色土、褐色ローム粒と炭化物少量浪人
第8層黄褐色土、白色ローム粒と褐色ローム粒子混入
第9層階褐色土、褐色ローム粒塊多量浪人
第10層階褐色土、補色ローム粒成多量浪人

第83図土拡
。 1m 
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第3層 11ft褐色1:、褐色ローム粒を多id混入 第2肘 i引L
第4肘 11古褐色土、焼i汁"を多iti混入'i#ft物がi(i.日人 第1肘 崎褐色t、掲色ローム官;J虫宇治混入
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第lfr，'i;11ft補自土、焼土fJ..炭化物少iiifi人
第2府 1情掲色上、補自ローム殺を少量JE人
第3k'I lIit掲白土、炭化物・褐色ローム和明を混入
第H1褐色士、褐色ローム峻がほとんど
第5肘 lIit褐色土、褐色ローム粒子多量混入
第6肘的褐色士、褐色ローム粒堤多itij記入
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第3/';')IIj補色1:、褐色ローム約七日入.i;{it物iil人
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一 31.80m
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持j色士、i)m物混入・ロームt:i(iJt人
lIii悩色Ufift物多id浪人
溺色l、ローム折多:1('ロームブロック浪人

第1k'l 立総自1:、ロームf"(r少iii{it人
第21';'1:1.¥溺色1:、ロームトu多iif混入llti掲邑仁川t物少:if混入

lIij補色ι掲色ロームトi多it混入
i清掃也土、炭化物を少id混入
11{i褐色t、溺自ローム松崎を混入

可とととこグ
第11¥¥;11白褐色土、掲邑ローム杓j虫多:ii混入
第2肘 IIIi褐色
第3肘 |清掃色土、簡色ロームねf混入
第4肘 IIIi補色t
第5肘 IIIi祷色士、褐色ローム抑制t人
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児三~
第1~7 I出補色土、樹色ローム杓・炭化物Iy:ぷli人
第21/)11調色l:、炭化物多民混入
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第!f!iII{鵠色1'.
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147号土地
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183号土士広

黒色土、(炭化物・焼土ブロ yク・ローム粒子混入)第 l層

貨褐色士、 If~褐色土少量混入
暗褐色土、ローム粒子混入
白色ローム
時褐色士、白色ロームブロ yケ
褐色ローム粒子混入
黄褐色土、暗褐色土若干混入
暗褐色土、ローム粒子・
炭化物若干混入

第l層 E音褐色土、炭化物・ローム粒子・焼土粒子混入
第2層 縞色土、炭化物・ロームプロッテ・ローム粒子多塁混入
第3層 暗褐色土、ローム粒子・ロームブロ)7混入
第4層 白色ロームJ音褐色土少量混入
第5層 極陪福色土、炭化物・白色ロームブロ yケ焼土塊混入
焼土粒子少量混入
暗掲色土、成it物・ローム粒子・焼土粒子混入
赤暗褐色土、n青褐色土・焼土混入
時褐色士、ローム粒子混入
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137号土地

~157*.:ifl1: 

第l層階褐色土、炭化物混入
第2層 階潟色土、炭化物潟色ローム粒子混入
第3層黒福色土、炭化物・褐色ロ ム粒塊混入
第4層階潟色土、褐色ローム擁混入
第5層黒褐色土
第6層褐色土、褐色ロ ム塊混入

139号土t広
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第1R1 時褐色一!二、
ローム牧子少htrJt人

第2k1 11ft褐o.:f二、
第1層より時1るい
炭化物少は・
ローム粒子混入

第3̂-'1 11ft褐色土、第l層に近い、
ローム粒子少放浪人

第4k・1溺色土、ロームN子・炭化物浪人
第51V 11ft掲o.J:，大半立の炭化物・ローム粒子少!止浪人
第6fi1 補色土、ロームブロ yク浪人
第n1 ロームに補色上浪人

-31，fiOm 

-37，50m 

2、子-....... 1 
第四日調色土、炭1閥多量混入 '---23 

艇?ロームプロバ
第1駁 11繍紅間協トム粒子
h粒子浪人

第2層階菊色土、焼土粒子・炭化物多量浪人
第3層褐色土、焼土粒子微量・
ローム粒子多量混入

制層 11端色土、駈粒子・ローム粒子・lOP
炭化物多量・白色ローム / 
プロック混入 i 

31.60m 

第8>;1 11ft褐色二i二、第5廓より明るい、炭化物・ローム牧子・ロームブロソクHt人 第5隠繍色土 ¥.15¥ 
第6層白色ローム・褐色ローム.s揃色土混入泣い16

4 司、、町

第l府 精褐色土、炭化物・補色ローム粒子混入
第2層褐色土、補色ローム粒子塊
第3隠補色t、褐色ローム粒子浪人
第4層褐色土、h色ローム粒子多量混入
第5陪 !荷揚色土
第6鴎褐色土、褐色ローム塊混入

-31，40m 

31.60m 

第7晴層 H嚇繍色舵土丸れ、pロト一4ム粒桁子炭間1糊閥少傾量錦混臥入 第知剃l口i潟静 喜隷習色枇ネ掲位苦引肝F守混混
第8層掲色土、制じ肋物.ロ一ム粒子混人 第lロ2層黒褐色土、炭間化t帥物混入
第9層褐色土、ローム粒子多量混入 第13層階欄色土、炭化物語人
第l嶋崎色土、ローム粒子・炭化物微量混入 第14層 J鴇色土、炭化物・ローム粒間人

速し 3 ¥土ζ三
第l月号 褐色上、炭化物・ローム粒子話人
第2層 l情褐色土、炭化物・ローム数子少hi混入
第3層階褐色土、炭化物多量混入
第4層|官i5L

第15層黒褐色土、第14尉より黒い、炭化物混入
第16層繍色土、如何より明るい、炭化物混入

171号土拡

-31.40m 

六三ゴ
第i層 階褐色土、炭化物ローム粒子混入
第2層階補色土、炭化物多量混入

T~ 
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175号土拡

¥一一一一」一一人
第1層 階褐色土、炭化物・ローム粒子多量混入

31，40m 
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176号土地

31.30m 

2丸 Ll2¥_ 1 ¥2(1 
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l Jでi¥4 、ふ /3¥1
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第 1I~"i 晴樹色土、将官官ム粒子混入
第 21;;手 出色土、ローム粒子多以混入

31.20η1 -H 二

第 3Wi 褐色ニ仁、炭化物混入
:Çf~ 4防 波潟色j二、口一ムプロック浪人
筑 5N1 11岳民、潟色ゴ二、焼ゴ二粒 f一浪人
お 6IN 諜 111'竹島色土、口一ム粒子・ローム

ブポロソク a~A

2 

む一一一寸二-:z_
第 1"弱 I1岳地色土、炭化物・ローム宇立子ー混入
第 2時'i 灰 I~l 色土、白色粘土粒子混入
第 3)同 褐色二七、炭化物・ローム粒子混入
第 4J'i'l 褐色土、ローム粒子混入

藤..../づっこ一一一~ご¥ 忠信 ii喜重宝土地入肘人
第 3，済 協色土、灰色;土、f氏自主粘土粒混入

第 5肝 炎j¥t.}色土、ローム・粒子混入

ず〆子三三三三、

'---一一一一J一てニ~179号土t広

、;宗主ノ 2j 
第 1層 褐色土、ローム粒子混入
第 2層 暗褐色土、炭化物混入
第 3層 褐色土、炭化物ローム粒子混入

-.31.30m 

........____こ二二戸長-182号土t広

~ニシイ
第 l層暗褐色土、炭化物混入 . 
第2層 掲色土、炭化物・ローム粒子混入

____.-一一--r--....__つLムx ~v一一、

lI ì~制色jこ、ローム粒子混入

第 1層 暗褐色土、炭化物混入 l ノ/
第 2層 褐色土、ローム粒子・炭化物混入

¥'" 
~c/183号土t広

第 3層 褐色土、ローム粒子混入 ¥二二ニこ二=-------

第 1層
第 2層
第 3層

¥=sJ 戸U
暗褐色土、炭化物混入
褐色土、炭化物・ローム粒子混入
黄褐色土、炭化物・ローム粒子混入

波初色ニヒ、ロ ム粒子・ロームブロソケ混入
制色土、粘土粒子・粘土ブロソク多民混入 -

lIi干潟色土、炭化物多!辻混入
!日?潟色三二、炭化物・ワーム粒子浪人

見ト七コ「
第 1層 暗褐色土、炭化物混入
第 2層 L1音褐色土、ローム粒子混入
第 3層 階褐色土、炭化物多量混入・ローム粒子混入
第 41脅 黄褐色土、ロームブロ yク混入

~i'D )回
第 2J{<'i 
第 3層
第 4'~ì 
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11奇褐色土、ローム粒子・ロ ムフロソケ浪人
尚色二七、ローム粒子混入
11計局色二i二、炭化物多 !lt.ローム純子混入
賞潟色土、ロームブロ y ク混入
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31.30m 

-31.30m 

~2 / 1 

福EZ函ぷ
褐色土、ローム粒子混入
黄褐色土、ローム粒子・ロームブロック浪人

3 
3 

第 l層
第 2/，留
第3層

-31.30m 4~ムτ今/
第l層 lIiJ褐色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 l清掃色土、第l層よりも 11奇い
炭化物・ローム粒子少量混入

第3層褐色土、ローム粒子混入
第4層 黄褐色土、l清掃也土を混入
第5層 11青黄褐邑土、ローム粒子多出昆人
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第 1/，吾
第2層
第3層
第 4fl同
第5層

31.40m 

トムニ只{よ2
第u弱 H官補色土、炭化物・ローム粒子混入
第2層 褐邑土、ローム粒子・炭化物多量混入
第3層 掲色土、ローム粒子・炭化物混入

3 
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liil層 黒褐色土、口ーム粒子・炭化物浪人
第21M 黒褐色士、ローム粒子・炭!と物混入
第3静 11古黄色土
第4層 11自黄色土、粘性強、炭化物混入
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示孟己玉三....-/5
第 l層
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第 3層
第4層
第 5層
第 6層

灰褐色土、白色粘土粒子少量混入
成褐色土、白色粘土粒子多量混入
暗褐色士、白色粘土粒子混入

一一31.20m

時灰色土、白色粘土粒子混入
灰褐色土、白色粘土塊混入
黄褐色土、砂質

第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
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9~ '--二云巧
自音鴇色土、粘性あり、ローム粒子・炭化物混入
暗褐色土、ローム粒子・炭化物混入
極時褐色土、ロームブロ yク粒子・炭化物混入
暗褐色土、やや黄色味あり、ローム粒子・炭化物混入
黄白色粘土
暗褐色土、粘性強い
時掲色土、炭化物混入
暗黄褐色土、ローム粒子・炭化物混入
時黄褐色土、粘性強い、黄・白色粘土粒子・炭化物混入
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第 1層 黄色粘土、ローム 3 
第 2層 黒色土、炭化物混入

31. 30m 

第3層 暗黄褐色土、炭化物・ローム粒子混入
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第4屠
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第7層
第8層
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3 一/はY2
黒褐色土、炭化物・ローム粒子混入 第1層黒褐色土、炭化物・ローム粒子混入
黒色土、炭化物・ローム粒子混入 第2層黒色土、炭化物・ローム粒子混入
黒褐色土、第l層よりややしまっている、炭化物・ローム粒子混入
黄色味ある時褐色土、炭化物・ローム粒子混入
黄色味のある黒褐色土
ロームブロックと黒色土
黄色粘土、ローム
黒色土、第2層よりもしまっている、炭化物・ローム粒子混入 。
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薬石遺構(第 216図)

調査医全面に擦が検出されるが、特に多量に集中して検出される筒所を集石工、集石耳とした。

礁は第立属の遺物包含量より 10~20cmの厚さで検出され、握りこぶし大から人頭大及び巨礁である。

礁の他に土器や石器も多量に出土し、土器はほとんどが破片である。集石 Iは調査区の西側で、長

軸25m、技lf!ll120m、集石耳は調査区の北側で、長軸30m、短軸10mの範囲である。
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第115図集石出土石器

石器(第111~115図 106~183)

106~108 ・ 112~128は石鎮である。有茎のものが多く、基部にアスフアルトの付着するものもあ

る。石質はほとんど硬質頁岩である。 129~132は石錐である。基部と錐部が明瞭に区別されるもの

で、 129. 132は錐部が途中で、折れている。石質は使質頁岩である。109・133・134は石匙である。133

は縦型である。イゴ質は硬質頁岩である。 135は槍先状+-1器で、石質は硬質頁岩である。 110・111・

136~138はへラ状石器である。左右対象で両面加工のものである。石質は硬質頁岩である。 139 は

掻器状石器である。片面加工で、石質は硬質主主岩である。 140は鋸歯縁七器である。半月7肢をな

すもので、体上半にアスフアルトが付着する。石質は硬質頁岩である。 141~147は磨製石斧である。

絞損15j1が多く、 142は片刃である口石質は凝灰岩である。 148は石棒である。断面は凸レンズ状を

なし、途中から折れている。石質は粘板岩で、ある。 149~166 ・ 178~181はくぼみ石である。くぼみ

部が数ケ所みられるもの、片面、両聞のものがある。 167~176 ・ 182 ・ 183は磨石、蔽石である。全

面を磨るもの、側面に蔽打痕の認められるものがある。 177は石血状:石器である。破損品で、中央

部が良く磨れている。
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(第116図)炉

2 • 3号は土1号は石間土器埋設炉、5~7 号は第立層面で検出された。ム面、1~4 号はロ

2・3号は塘設土4号は石田土器理設部と掘り込み部からなるいわゆる複式炉である。器埋設炉、

4号は埋設土器の間辺は火熱を受1号は判然としない。器の周辺は火熱を受けて赤変しているが、

5~7 号は石が検出されない部分けて赤変するが、掘り込み、部は一部の検出で確認できなかった。

もあるが、石囲炉と考えられる。いずれも炉内が強く火熱を受けて赤変している。

出土遺物

(第117図256~258)土器

256~258は炉埋設土器である。いずれも深鉢形土器である。 256 • 258は嗣部で、地文はLR単節

口縁部は無文帯で、地文は口縁部がやや外反する。257は上半分で、である。(縦位回転)斜縄文

である。(縦位回転)RL単節斜縄文

建物跡(第118図)

調査区東側で検出された。

の擁立柱建物跡である。建物方向は北梁行 1開=3mX桁行 2間一4.5m(東から2.1m十2.4m)

で、東へ 20 振れている。掘り方は径70~90crn、深さ 99~ 110 crn で、径30~40crn の柱痕が認められる。

138号土拡を切っている。

出土遺物

土製品(第159図67)
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256 1号炉埋設土器
257 2号炉埋設土器
258 3号炉埋設土器
259 ピット C3 -C 9グリッド)
260 ピットC11-G-1グリッド)
261 ピット C7-A-2グリッド)
262 北東部落込み

。
第117図遺構内出土土器

151 -

257 



@
 

O
G
@
 

入 A' 

θ 

c' 
訂了50m

A A二31.50mJi

第118図

-152 -



遺構外出土土器

遺構外より出土した土器を、縄文時代、弥生時代に大別し、器形と文様について分類した。

縄文時代(第119図343~349、第129~131図446~505)

446~458は沈線区画の磨消帯を曲線的に施すものである。稜線をもつもの、東Ij突を加飾するもの

もある。 rJ縁部が無文帯で、日同部地文のものも含めた。口縁部が外反する深鉢形土器が多L、。

347 ・ 459~463は連鎖状文のみられるものである。口縁部が擾雑な作りをするものもみられ、 459

も含めた。深鉢形の器形である。

343~346 ・ 348 ・ 349 ・ 464~505は数条の平行沈線を主体に文様を作り出すものである。平行沈線

は平行・弧状。1"S J字;状@渦巻状などの文様が施され、沈線開の地文を磨消すものと残すものがあ

る。器形は深鉢形@鉢形・壷形がみられ、 348は詑口土器、 349は磨消縄文を施す小形の壷形土器で、

ある。 502~505は把手部で、複雑な作りをするものである。

弥生時代

護形土器(第120 ・ 121図350~359、第132~140図506~695)

日縁部が外反し、胴上部に張りのある器形のものが多い。平縁口縁が多く、波状口縁や小突起を

もつものもある。文様は口縁部が無文帯のもの、仁l唇部及び口縁上部に地文が残り中間を磨消しす

るもの、全国が地文のもの、沈線を巡らすもの、沈線と列点文を巡らすものがある。

350 ・ 506~541は口縁部が無文帯のものである。地文を磨消しするもので、平縁日縁 (506~515)

と波状口縁 (350 ・ 516~541) とがある。刷毛目調整の見られるものもあり、地文は LR単節斜縄文

が多く、 512はRL単節斜縄文(横{立回転)、 541はRJZ無節斜縄文(横位回転)で内閣にも施される。

351 ・ 542~561は口唇部及び口縁上部に地文が残り中間を磨消しするものである。全て平縁口縁で、

542~548は口唇部に、351 ・ 549~561は口縁上部に地文が認められる。地文は LR単節斜縄文が多い。

352 ・ 562~564は全面が地文のものである。平縁日縁が多く、 J:::J唇部に地文はない。地文は LR 単

節斜縄文である。

565~621は 1~5 条の沈線が巡り、仁l 縁音I~が無文帯となるものである。日縁部は外反するものが

多く、平縁日縁、波状口縁、口唇部に小突起をもつものがみられる。口唇部に地文をもつものも認

められる。地文は LR 単節斜縄文が多く、刷毛目調整痕の残るものもある。 622~625は頚部に 1~

2条の沈線が巡り、口縁上部に地文が残るものである。口縁部は外反するもので、625は波状口縁で

ある。 622は全面に地文があり、他は口縁上部を残して磨消しする。 356 ・ 626~666は口縁上部に 1

条の沈線と、頭部に 1~4 条の沈線が巡るものである。口縁部は外反するものが多く、平縁日縁、

波状口縁、口唇部に小突起をもつものがある。口縁部の沈線開は磨消しされるもので、 623・624は

口縁上部の沈線より上方が磨消しされ、他は地文が残る。地文は LR単節斜縄文が多い。 667~683

は口縁上部に 2 条の沈線と、頚部に 2~4 条の沈線が巡るものである。口縁部は外反するものが多

く、平縁日緑、波状口縁、口唇部に小突起をもつものがある。 Jこl縁部の沈線間は磨消しされるもの
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で、口縁上部の沈線より上方に地文が残る。地文はLR単節斜縄文が多し、。 684は口縁上部に3条の

沈線と、頚部に 4 条の沈線が巡るものである。 685~687は口縁部に 4 ・ 5 条の沈線が巡るもので、

686の沈線開は磨消しされている。地文は685がRL単節斜縄文(横位回転)、他はLR単節斜縄文(縦

・斜位回転)である。

688~695は列点文を施すものである。口縁部は外反するものが多く、平縁、口縁である。列点文は

平行沈線の下方に施すものと、沈線開に施すものがある。地文はLR単節斜縄文(横位回転)で、口

縁上部及び口属部に認められるものもあり、制毛白調整痕の残るものもある。

鉢形土器(第121~125図360~399、第142~145図696~767)

口佳が比較的大きし、もの、比較的小形で護形土器に近いもの、体部から口縁部にかけて内湾しな

がら斜め上方に立ち上がるもの、体部から口縁部にかけてほぼ直線的に斜め上方に立ち上がるもの

がある。

379 ・ 380 ・ 696~706は口径が比較的大きいもので、浅鉢形土器に近い器形をなすものである。口

縁部は内湾気味に立ち上がる平縁日縁のものが多く、口唇部に705はくぼみが、 706は突起がみられ

る。文様は平行沈線文、変形工字文などが施される。地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。

360~372、 707~728は比較的小形で整形土器に近いものである。口縁部は直立又は外反するもの

が多く、平縁日縁、波状口縁、山形口縁、口唇部に小突起をもつものがある。文様は無文帯、平行

沈線文、変形工字文のもので、 2個 1対の粘土粒が付くものもある。台付きのものもあり地文はL

R単節斜縄文が多い。

373~378 ・ 381 ・ 382 ・ 729~743は体部から口縁部にかけて内湾しながら斜め上方に立ち上がるも

のである。平縁口縁が多く、口唇部に 2偲 1対の小突起あるいは小さな山形突起をもつものがあり、

内聞に 1条の沈線が巡るものである。文様は変形工字文を施すもので、 2{間1対の粘土粒が付くも

のがある。体全開に文様が施されるもの、体下部に地文が残るものと磨かれるものがあり、地文は

LR単節斜縄文である。

383~389 ・ 744~767は体部から口縁部にかけーでほぼ直線的にあるいは幾分内湾気味に斜め上方に

立ち上がるもので、体部が直立するものもある。平縁日縁が多く、口唇部に 2個 1対の小突起ある

いは二又の小突起の付くものがあり、内面に 1~2 条の沈線が巡るものである。文様は変形工字文

を施すもので、 2偶 1対の粘土粒の付くものが多L、。体全面に文様が施されるもの、体下部に地文

が残るものと磨かれるものがあり、地文はLR単節斜縄文が多L、。

390・391は体部から口縁部にかけて内湾しながら斜め上方に立ち上がるもので、 390は 4脚が、391は

台の付くものである。 390は口縁部がニ又の山形口縁をなし、山形口縁の下に 2個 1対の孔(4単位

か)をもつもので、脚は外側へ反るものである。脚の付根部分には細L、粘土紐を数本貼り付け』て刻

みを入れている。 392~399は台部で、鉢形土器に付くものである。沈線を巡らすもの、無文のもの

透しのあるものがある。
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高ま不形土器(第125図400~404、第146国768~785)

頚部から口縁部にかけてのものと、脚部の資料である。頚部が内湾気味にくびれて口縁部が外傾

する器形で、比較的口径の大きいものである。口唇部に小突起や頂部の肥大する突起が付く。文様

は変形工字文が施され、羽田1対の粘土粒の付くものが多い。 400~404 ・ 784 ・ 785は脚部で直線的な

ものと、幾分膨らみのあるものがある。上.~端に 1~3 条の沈線を巡らすもの、上・下端の平行

沈線問に 3条の平行沈線及び波状沈線を巡らすものがある。

輩形土器(第125 ・ 126図405~414、第147図786~799)

薄手のものと厚手のものがある。 405~413、 786~791は薄手のもので、 d、形のものもみられる。

口縁部はゆるく外反し、平縁日縁で、小突起をもつものもあり、内面に沈線が巡る。 414 ・ 792~799

は厚手のもので大形の器形をなし、土器棺の破片と考えられる。口縁部はゆるく外反し、平縁日縁

である。頚部と肩部に平行沈線及び列点文を施すものである。刷毛白調整痕の認められるものもあ

り、地文はLR単節斜縄文、 RL単節斜縄文が見られる。

葦形土器(第126 ・ 127図415~429、第148図800~808)

笠形をなすもの、逆盟状をなすもの、円盤状をなすものがある。

415~419、 800~807は笠形をなすものである。体部の文様は変形工字文、平行沈線文などで、刺

突を施すものもある。地文はLR単節斜縄文が多く、地文のみのもの、刷毛白調整痕のみられるも

のもある o419は小形で、頂部に小さなつまみをもち、対象的に 2個 1対の孔が穿たれている。

420~427 ・ 808は逆皿状をなすものである。上回が平坦で、対象的に 2 個 1 対、 1 f悶1対の孔が穿

たれるものもあり、 422は側面に穿たれている。上面は沈線で同じ円文や 4区画の十字状文などが施

され、側面にも平行沈線文などを施す。 808は上面に地面を施すものである。 425は刺突が加飾され、

427は無文である。

428・429は円盤状をなすものである。 428は対象的に 2個 1対、 429は対象的に 1個 1対の孔が穿

たれるが、 428は 5個みられる。 L、ずれも無文である。

その他の土器 (128国430~445)

小形の土器を一括したものである。

籾庄痕土器(図版83)

器面に籾圧痕の観察される土器が 4点出土した。籾痕は、鉢形土器の口縁部外国、内面、腕下部

の外国、大形壷形土器の内面にみられる。

土製品(第149~160図 1 ~84) 

1 ~42は土偶である。完形のものはない。中空のもの( 1 ・ 3~6 ・ 18 ・ 19 ・ 22~31) が多く、

7・8も中空と考えられ、比較的大形のものである。頭部は精子を表現するものや、複雑な作りを

するものである。顔部は目・鼻・口・耳が明確に表現されている。体部は沈線や束IJ突を施すもので

ある。 1は中空で、両足が欠損し、右足の切断部にはアスフアルトが付着している。ベンガラが認
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第119図 遺構外出土土器(縄文時代後期)
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第120図 遺構外出土土器(祢生時代)
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第121図 遺構外出土土器(弥生時代)
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第122図 遺構外出土土器(弥生時代)
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第124図 遺構外出土土器(弥生時代)
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第128図 遺構外出土土器(弥生時代)
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第148図 遺構外出土土器

められ、全面に塗布されていたのであろう。頭部は複雑な作りで、何かを被っているようである。

顔部は鼻を欠く。目は細長く、口は丸く表現され、周辺には刺突が施される。体部は乳震が付き、

表面が意図し、沈線、背中は細L、沈線と束iJ突が施される。腰部には京iJ突が施される。 2は板状をなすも

ので、体下半部が欠損する。頭部は何か被ってし、るようである。顔部は鼻が高く表現されている。

体部は乳房が付き、表面は細L、沈線、背中は刺突が施される。 3は頭顔、部で、中空である。頭部は

帽子を被っているようである。顔部は目が細長く、鼻は丸く高く、口は細い。頬には束Ij突が施され、

後頭部と顎にはLR単節縄文が認められる u 4け休部で、中空であろ二 上、へぞ

が突出してし、る。表面は誕百L、沈線が、背中は細L、沈線と刺突が施される。 5~12は頭顔、部である。

13~21は体部及び下半身である。刺突及び沈線を施すもの、無文のものがある。 18 ・ 19は中空であ

る。 22~42は足部で、 22~31は中空である。足の先に刻み目を入れて指を表現しているものもある。

43~45は動物形土製品である。 43はほぼ完形、 44は両手、両足が欠損する。いずれも抽象的な表

現である。

45は鳥形土製品で、ある。頭顔部で、頭部に刺突が施され、顔部にはくちばしが付く 0

46は耳栓で、滑車形をなす。一部欠損する。
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47~50は有孔土製品である。中心に孔のあるもので、 50を除いては紡錘車と考えられる。 48は無

文、 49は算盤玉状を呈する。

51・52は三三角形土製品である。いずれも一部が盛り上がり、 51は孔が穿たれている。

53・54は鐸形土製品である。 53は細し、沈線と刺突が施され、頂部に 2{悶の孔が穿たれている。 54

は無文で、頂部が尖り、口縁部が折り返されている。

55~70は環状土製品である。腕輪形土製品や有孔球形土製品などとも呼ばれている。全て破損品

である。形態はほぼ同じであるが、大きさに若干の差異があるようである。文様は沈線と刺突、沈

線、無文のものがあり、 55・56・59には縄文がみられる。

71は円盤状土製品で、ある。較状のものであるが、若干凸レンズ状をなす。無文である 0

72~84は再利用土製品で、ある。土器片を利用したもので、ほとんどが円形である。

遺構外出土石器(第161~206図 184~929)

縄文時代と弥生時代の分類については、大部分が第E層の遺物包含層より出土したもので躍位的

分類が困難であり、また縄文時代と弥生時代の遺構の重復、畑による耕作などもあり、|日石器時代

を除く縄文時代、弥生時代の分類はできなかった。しかし、出土地点などから第179~183図 613 ~， 

663の磨製石斧については弥生時代のものと考えられる。

184~322は石鎮である。有茎のものが多く、無茎のものが少ない。有茎鎮の中では比較的細身の

ものが目立つ。アスフアルトの付着するものもある。石質は硬質頁岩が多く、黒i町長石などもある。

323~356は石錐である。 323~342は基部と錐部が明瞭に区別されるもので、錐部が途中で、折れてい

るものもある。 340~342は錐部で、折れたものである。 343~356は棒状のもので、錐として扱った。

石質は硬質頁岩である。 357~418は石匙である。縦型のものと横型のものがある。縦型のものが多

く、中でも細身、長身のものが比較的多い。つまみ部にアスフアルトの付着するものがある。お質

は硬質頁岩である。 419は石槍である。基部を欠き、石質は硬質頁岩である。 420~424は接形状をな

すもので、比較的小形で‘ある。両開加工のものと片面加工のものがあり、アスフアルトの付着する

ものもある。石質は硬質頁岩である。 425~500はへラ状石器である。左右対象で南関加工のもので

ある。 425~436は小形のもので本類に含めた。石質は硬質頁岩である。 501~517は刃部が両面加工

庁、 ， -、 一司- ，_ 、~ ~~マr/ _、 ， -、 …-、εコ.L.L.. J~ LU-c.. L品ι，、， -， 一号~ .‘ ，- ~一- J;:::.~ユ. 、7ーご京二?ドZユ~一之友二:- 1 I I • ~~ 兵欄ー.r、
Vノ't)l/ノにじり心。ノI'!-ヒ/1クVノも Uノに、 真正'iJ:fソ/よf主交付巳宅ども-__;も Vノζ 勺えりifL0。口貝Vよ}民主主主主芝::i7) '"e'少し、。 ひ1.0

~550は掻器・掻器状石器である。片面加工で、550にはアスフアルトが付着する。石質は硬質頁岩

が多い。 551~566は削器・削器状石器である。縦長のもので、側縁に片面加工を施す。石質は硬質

頁岩である。 567~575は鋸歯縁石器である。半月形をなすもので、両面加工である。上半にアスフ

アルトの付着するものが多い。石質は硬質頁おーである。 576~663は磨製石斧である。出土地点など

から576~612は縄文時代、 613~663は弥生時代と考えられる。両者とも破損品が多く、刃部は丸味

をもつものが多L、。 576・577は小形磨製石斧で、 576は細身である。 662は片刃である。後者には比

較的大形のものが多い。石質は凝灰岩のものが多L、。 664~666は環状石斧である。円盤状をなし、

186 



中心に孔をもつものである。孔の周辺にはアスフアルトが付着する。 664は665・666より一凹り小さ

く、刃部は丸味がある。石質は凝灰岩である。 667・668は独多古石である。いずれも破損品である。

667の中央くびれ部にはアスフアルトが付着する。石質は凝灰岩である。 669~671は石万である。

669は完形品である。内反りで、 1側縁が刃状をなし、断面は模形で、握りの部分もある。 670・671

は破損品である。若質は669が焼灰岩、 670・671は粘板岩である。 672は石剣である。中央部から折

れている。断面が凸レンズ状をなし、両側縁に鈍L、刃を作り出し、先端部に刻みを入れている。石

質は粘板岩で、ある。 673~684は石棒である。全て破損品である。断面は円形もしくは凸レンズ状を

なすものである。わ‘質は粘板岩が多L、。 685・686は俸状記器である。円筒形をなすもので、断面が

円形である。全面を磨っている。 687は石錘である。偏平な自然石の両端を打ち夕刊、ている。688~828

はくぼみ石で、ある。くぼみ部が数ケ所みられるもの、片面@両面のものがある。磨石として使用し

ているものも認められる。 829~913は磨石@蔽石である。全国を磨るもの、側面に離打痕の認めら

れるものがある。 913は長方形に作られるもので、一応本類に含めた。 914~923は石皿、 924~928は

石血状石器である。 914は完形品、他はほとんど破損品である。中央部がくぼんでおり、良く磨れて

いる。 922には脚が付いている。石質は安1I1岩である。 929は台石である。中央部が良く磨れているO

石製品(第207図 1~ ア)

1~4 は玉類である。 1 は小玉で、石質は凝灰岩である。 2 は長さ 1.7crnの玉で、石質は碧玉と考

えられる。 3は管玉で、石質は凝灰岩である。 4は勾去で、 1側面の 2ヶ所に刻み目を入れている。

石質は玉髄と考えられる。 5~7 は有孔石製品である。自然石を利用したもので、孔は両面から穿

っている。 5は装飾品と考えられ、玉の類へ入るものであろう。石質は不明である。 6の石質は凝

灰岩である。 7のお質は泥岩で、板状のものに 2個の孔を穿っている。
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坂ノ上F遺跡

出土遊撃物

土器(第208~211図 1 ~49) 

5は口縁部に斜位格子白文を施すものである。深鉢形土器で口縁部がほぼ直立するものである。

6 ~10は口縁部に縦位方向の半蜂起線を主に施すものである。深鉢形土器で口縁部は 6 がほぼ直立

他はキャリパー状をなすもので、 9 ・ 10には貼り付け文がみられる。 1 ・ 11~19は口縁部に三角形

の印刻文を施すものである。深鉢形土器で仁l 縁部は11~15は外反、他はキャリパー状をなすもので

ある。いま推定口佳45cmで、口縁部に縦位の粘土組を員15り付け、上方は突起状をなす。 4単位で、

この粘土紐の間には癒状の突起が付く。地文は撚糸文である。 2 ・3は鼓形の器形をなすものであ

る。胴下半部で、半降起線文、格子日文を施すものである。 4は高土不形土器の脚部である。 4ヶ所

に長方形の透しが作られる。透しの問と透しの両側縁には縦位の半隆起線文が施され、下部には横

位の半隆起線文、三角形の刺突文、刻み目文が施される。土不部は欠損するが、脚部との付け根部に

横位の半隆起線文が施される。 20~23は1]向部破片で、半蜂起線による直線・曲線文の施されるもの

で、格子目文のみられるものもある。 23は半裁竹管状T具内雨を軽くあてて引くものである。

24~32は口縁部に半隆起線による平行・波状文を横{立に施すものである。深鉢形土器で口縁部が

外反するものである。 11-1形口縁をなし、頂部下方に縦位に粘土紐を貼り付け、折り返し口縁をなす

ものが多い。縄文地文のみられるものである。 33~35は連続爪形文を施すものである。深鉢形土器

で口縁部がやや外反するものである。 33は平行する半隆起線問に連続爪形文を施す。 36は平行する

沈線開に連続料突文を施すものである。深鉢形土器の服部である。 37・38は胴部破片で、縄文地文

施文後に半隆起線を曲線的に施すものである。

39~47は口縁部に撚糸圧:痕や単軌絡条体圧痕を平行して施すもので、口唇部や頭、部!珪帯及び粘土

紐貼り付けによる懸垂文や突起にも施される。深鉢形土器で、口縁部が外反するものである。器肉

が厚く、円筒形で、ニ又の山形口縁をなすものが多し、。 48・49は底部で、圧痕文のあるものである。

話器(第212・213図 1~16) 

1 ・ 2 は石鍛である。いずれも無茎簸で、石質は髄質頁岩ーである。 3~5 は石匙である。横型石

匙て¥7f;質;工授賞頁岩である。 5・7(土石拾で2tるu 同百万円工で‘先端部oi尖ろものであぷ:; 7は主主

部につまみが作られている。石質は硬質頁岩である。 8 ・9はへラ状石器である。両面加工を施す

もので、石質は硬質頁岩で、 8 には自然面が残る。1O~14は石錘である。両端を打ち欠くものであ

る。 15・16はくぼみ石である。くぼみ部が複数あるもので、 15は磨石としても使用されている。

石製品(第213図17)

17は有溝石製i!111である。偏平な石の片面に断面が rYJ字状の溝をもつものである。石質は泥岩

である。
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まとめ

一縄文時代ー

縄文時代の遺構は中期末葉の竪穴住居跡32軒、土拡等が検出されてし、る。住居跡は調査区北東部、

中央部、西部に位置する。住居跡は円形プランが主体で径約 3m前後の規模のものが多く、 5号、

16 号、 18号、 30号住居跡は 5~6m の規模である。 8 号住居跡を除いて住居跡内に炉は見られる。

炉は石間土器坦設炉 (11号、 24号住居跡)、土認塘設炉 (22号、 23号、 25号、 27号、 28号住居跡)の

形態と複式炉の形態、の炉がある。複式炉は①石間土器埋設部+石組部 (12号住居跡)、 ②石間土器

埋設庁s+教石石組部 (29号住民跡) 法埋設部+敷石石組吉[1+掘り iるみ部(16号、 26号、 30

号(新)住居跡)、④石間土法埋設庁r~+掘り込み部(ア号住居跡)、⑤石田土器埋設部+掘り込み部十掘

り込みfm(5号、 18号住民跡)、⑥土器埋設部+石組部(2号、 4号、 6号、 10号、 20号、 21号住居

跡)、め土器埋設庁[1十石組部+掠り込み部(1号、 19号、 30号(I日)住居跡)、⑧土器i開設部十掘り込み

部(3号、 9号、 13号、 15号、 17号、 31号、 32号住居跡)、⑨土器埋設部+掘り込み部十掘り込み部

(14号住居跡)の 9タイプに分類される。中期末葉の遺跡は計画地域内27ケ所の遺跡の中で12遺跡

が確認され、炉の形態は複式炉が主体であり、住居の規模に比例した大きさで構築される。

明子ii管部+jid百十掘り込み部の組み合せカら複式炉の形態は構成されてしる o この期
の住居跡間に切り合い関係がないのが特徴であり、集落における一時期の住居跡の数、土器(炉埋

設土器)編年を困難にしている。ただ、最近台地上計画地域内の調査で同一住居内での炉の作り替

えが確認される例がある。下足 E遺跡の10号住居跡は複式炉から石聞い炉へ、 19号、 21号住居

跡は向位置で土器埋設炉から石囲い炉へ、 16号住居跡は複式炉から石間土器埋設炉へ作り替えが

あり、湯ノ沢D遺跡においても 3号住居跡は複式炉から東に位置を移して石田い炉へ、 6号住居跡

は複式炉を同位置で作り替え、さらにこの複式炉を埋め、石囲い炉を構築している。また、坂ノ上

巳遺跡、の16号住居跡は複式炉から土器埋設炉へ作り替えがされている。以上の炉のあり方から複式

炉→石田L、炉、複式炉→石囲土語理設炉、複式炉→土器埋設炉、土器埋設炉→石間い炉と L、う少数

例ではあるが新!日関係は認められる。とすれば、地蔵田B遺跡の中央部(弥生時代柵木跡内)に位置す

る22号、23号、24号、25号、27号、28号住居跡の一群は北東部、西部に位置する住居群より新しし、であろう。

lレ百回壬凡( P，J:i‘)，.，..-，....--..トイ山， 0 、I-T-寸'r ， T 、 I-~'- -rrそ古川け~，錦す i三註イ戸、 HIヨ叩，，~日問弁 -t"lス麻他地川団主五，+1=壬-1-興-11，
N-だと口凡ーし白r:l"V'-- /V  ¥....Vch U _j〆v、/九 ~ .J "1八ノ"'-~'-"ノ μ.Lj l問、J、問、'-1J1"Jljl .J・ -，y-、 IJIJ ，_什し<v'1コ Ij _J I I J ~--川、~T 川/ーi-Jw'-

ら口縁部に無文帯があり胴部は縄文、または縄文のみの深鉢形土器と変化する傾向がありそうであ

る。 61年度に調査する「台B遺跡J r地方遺跡J は中期末葉の「台A遺跡J と隣接する遺跡であり

これらの調査結果や他遺跡の資料を基に再検討する余地がある。量的に少ないが後期の土器が遺構

内(土拡)外から出土している。 卜腰内 I式併行期、堀ノ内、加曽利B様式の壷、深鉢、注口土器

が出土し、同期の環状土製品が16個出土している。この土製品は有孔球形土製品、腕輪形土製品な

どと呼ばれているが、その用途は不明である。

Il召有]59年度に調査した「坂ノ上F遺跡」南地区の縄文時代中期初頭の土器が多量に出土した沢部
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の農道は未調査だったので今年度調査をした結果、 59年の調査と同様、発掘面積に比べて遺物の出

土量は多かった。出土造物は円筒上層 a 式、}~木 7 a式、北陸系(新保、新il時様式)の土器、布器

であり、 jヒl理系の高1不形土器の出土が注目される。

一弥生時代一

弥生時代の遺構の検出としては竪穴住居跡、柵木跡、土器棺墓、土拡墓、土拡等て、ある。

秋田県内における弥生時代の住居跡の発見は昭和58年の若美町「横長根A遺跡J であり、その後

河辺町「風無台E遺跡」、秋田市御所野丘陵の r湯ノ沢A 「坂ノ上F遺跡」 γ狸il碕A

で検出されている。これら遺跡の住居跡は各々台地上に 1軒ずつの居住パターンであり、 「狸崎A

遺跡」をi徐L、ては住居跡のプランは円形を基本とし、周溝をもち、炉はほぼ中央部にあり、石間い

炉、地床炉と数個のJ擦を付設する形態のものがある。柱は炉を中心とした4本が主柱で、住居跡の

境問(径 6.7m ~13m )に違いがあるものの、県内の弥生時代の住居跡は共通している。

本遺跡におけ知る住居跡にっし、ても前述のプランと同様であり、規模は径 8m ~13m であるが、集

落として検出されたのは県内では初例である。集落は一時期 3 軒~4 軒の構成で、各住居は数回に

わたり住替え(第57図、 58図、 60図、 61図)が行なわれている。第215図、 216図の遺構配置が示す

ように 1号 I住居跡、 3号I住居跡、 4号I住居跡は比較的小さく、周溝が榔内中央部に向って途

切れ、住居の出入口と考えられるもので、この 3軒が最も古い集落単位であろう口また、この集落

を囲む概木跡が検出されたことは注目されるところで、柵}木跡は径20~30cm、深さ 30~60cmの柱列

で構築され、北西一南東方向に長軸をもっ楕円形を思し、内側(柵木 1)のものは長軸61m、短軸

47m、中間(持!日木 2)のものは長軸64m、短制150mの規模である。両柵木はほぼ平行して巡るが棚

木 2は南西部で、は柵木 1と併用したものと考えられるが、判然としない部分(北部)もある。 2号

3号住居跡の中間方向にtrnr木跡が途切れる箇所があり、十j昨木の外側に長列する柱穴が北西方向に見

られることや住居跡の位置関係等から、この場所が捕の正面的出入口施設と想定できる。飽にも数

ケ所柱穴(持)が途切れ、出入口施設と考えられる所があるがはっきりしなL、。柵木 1と柵木 2の

一部は 1 号宜~羽住居跡、 2 号 I~V住居跡と重複し、住居跡より古い。つまり、 1号E住居跡、

2号I住居跡の時期にはすでに楠木が存夜しなかったと考えられるのである。

cfo[" サ1ごバ「己討王ぢ 1，~ーし ß~王十，* 1~安 (CH:: '討占¥ ーし h十戸，-ピ1 甘¥荷台Eバ.......，t:!f '.;:J:-/'て百件寺刃」ぞ い→"- 告さ11-;ι1;1十子主主主I:-rAr¥......... if"""¥ 1:エ豆、
Y十日イ"!""ノ j，.t-j;;r， Y'-.-----L-ttl-r'l (コ技能 ¥臼U 分きノ 、 -I-":/~ 壬匝 ¥<.J..L子出ノ 川 u ノ長崎、，-' μ口二J].u'l__" /j し I~O 壬b~丹、 '0-. 1二C. Iド..J"""IVLU ....ノ lld--Yd-、

円形の範囲で、土器結墓の配列jに規則性はみられない。土器桔は壷形土器と斐形土躍で蓋が伴うも

のが 9基あるが、口縁部や胴上部が欠損しているものも多く、後世の畑耕作などによるものであろ

う。合せ口土器桔の組み合せは次の 5タイプがある。 蓋(2号)②査十鉢(5号、 8号、 9

号、 30号)③壷+護 (10号、 39号)④査÷石蓋 (26号) (4号、 21号)で結は壷形土器が

多い。底部穿孔のものは11個体(壷、 2¥号、 10号、 20号、 22号、 26号、 27号、 28号、 30号、 31号、

36号、護、 4号)みられる。壷形土器は口縁部がゆるく外反するもの、直立的にタト反するものがあ

り、肩m~が張 1) 、最大径は胴上部にある器形で、頚部、肩行13 に文様帯を有し、 2~4 条の平行沈線
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文が 2~3 段めぐり、蔵吉!Iは縦に向平行沈線文により 4 、 6 単位に i忠商されるもので沈線開には列

点文、刷毛11工具と向一施文具によるヘラ庄痕文(第75図、212) を有するものがみられ、器部は磨

かれ茶褐色で、肩郎、 11同Fffljに黒斑のあるもの(遠賀JI!系土器)、器商は即日毛1""1調整後、 LR単節斜

縄文施文で、小石粒を多く混入する胎土の荒L、土器昨に分類される。護形土器はLR単節斜縄文箱

文でHI司奇1)には岐~Ik付若物がみられるものである。

ご!:.Y，丘、墓は十'11日本 2、HlIt本 3とliU或で重複するが明確

な切り合いはなく、土器持基との主主援も認められな

し、。土地墓の平面形は小+1]形 (36-1あが最も多く、

構円形(5基)、偶丸長方形(3基)、長方形(1 

基)、不整形司法)のJ1f~~i である。三i二 i広葉の;長判1方

向は第214図でjっかるように定まった方向性はみら

れない。ただ、配列は北東irfと南西群に分かれ、中

央には検出されなL、。

弥生時代の遺物は住居跡からの出土は少量で出土

状態も時期を決定できるほど良肝なものではないが

W 

N 

E 

第2141Sl 土白蓮長軸方向

遺物の多くは集落の北、北西に確認された集石工、 Eとした捨て場的場所からで、土器(片)、土

製品、石器、石製11111、それに)::.'トの傑(焼けているものが大部分)が出土した。土器の器種は護形

土器が多く、鉢形土器、高祁形二i二指、壷形土器、蓋形土器で構成され、護形土器は口縁部が外反し

胴上部がふくらみ、子縁日縁が多く、波状口縁や小突起をもつものもある。文様は第 141図の如く

口頭部にあり、時u三在日調整痕の残るものもある。鉢形土器は口径が大きいもの、器形が窪に近いも

の、台付きのものがあり、平縁 r~1 縁が多く、波i犬口縁、口唇部に 2 f田1対、二又の小突起のをもつ

ものがある。文様は平行沈線文、変形工字文などが施され、変形工字文の交点には2個 1対の粘土

粒が付くものが多L、。体全面に文様施文があるもの、体下部に地文が残るものと磨かれるものがあ

り、地文はLR単節斜縄文が圧倒的である。蓋形土日たは笠形、逆回1状、円盤状をなすものがあり、

逆血状、円盤状の蓋形土器には対ーになる孔が穿たれる例が多い。土製ii!?1 で、は士~f!IJの出土が多く、ほ

rレん F'が中宇で頭部形;1犬に特徴のあるものである。 f也に紡錘車が 3点出ことしてし、る。石製111己では環

状石斧が 2点出土し、これは弥生時代住居跡の検出された「湯ノ沢A遺跡J r坂ノ上F遺跡J から

も1}#;I，づっ出土している点で共通する。 258号土拡墓からは玉、管玉、勾玉が出土している。

これら遺物は集石や遺構外からの出土が大部分であり、造物包含層は層位的に把握できるほど明

確ではなし、が、縄文時代晩期終末、 )dl司A式、大j同Aノ式JtJjを含む初期弥生時代の遺跡と言える。特

に土器棺の遠賀川系土加は重視されるもので、最近は東日本各地で出土例があり、東北北部での出

土が唱えている。もう一つの土探群、つまり、刷毛11調整後、 LR単節斜縄文施文て、胎ごとのよくな

し、査結は、伝播過程でニ次的変化を受けたと考えられる遠賀)11系土出をさらに慎倣した土器と考え
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られる一昨である。今後は頼似する資料の増加と士擦の!J台土分析等により搬入経路や系譜を探る必

要がある。

台地の下に水旺iの存在を予測させるこの遺跡、は土器桔、土i広墓の墓域を含み、十Iflf木で住居鮮を囲

むとし、う、東北北部における最も古レ弥生時代の集落である。
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遺跡全景(南東→)

遺跡全景(北東→)

図版 1



調査区北東部(南→)

図版2



1号住居跡(東→)

2号住窟跡(東→)

図版3



3号住居跡(東一---)

図版4



6号住居跡(南一-.)

図版5
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